
 
 

国 語 科 学 習 指 導 案 
指導者 広島市立〇〇小学校 

教 諭 〇〇 〇〇 
１ 日   時    令和２年〇月〇日（〇）～ 令和２年〇月〇日（〇） 
 
２ 学年・学級    第４学年〇組（〇名） 
 
３ 指導事項 
 ⑴ 言葉の特徴や使い方 カ 
   主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，指示する語句と接続する語句の役割，段落の役割

について理解すること。 
 ⑵ 読むこと ウ 
   目的を意識して，中心となる語や文を見付けて要約すること。 
 
４ 単元名 「世界にほこる和紙」 
 
５ 言語活動 
 ア 記録や報告などの文章を読み，文章の一部を引用して，分かったことや考えたことを説明した

り，意見を述べたりする活動。 
  ○ 和紙の魅力について，６年生に伝える紹介文を書こう 
 
６ 単元の評価規準とめざす児童の具体的な姿 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
○ 主語と述語との関係，修飾
と被修飾との関係，指示する
語句と接続する語句の役割，
段落の役割について理解して
いる。（⑴カ） 

○ 「読むこと」において，目
的を意識して，中心となる語
や文を見付けて要約してい
る。（C⑴ウ） 

○ 進んで，接続する語句や段
落の役割について理解した
り，学習の見通しをもって，
目的を意識し，中心となる語
や文を見付けたりして，要約
しようとしている。 

○ 「世界にほこる和紙」の本
文から，接続する語句や段落
の役割を理解して，意味段落
に分けている。 

○ 「和紙の魅力について，６
年生に伝える」という目的を
意識して，中心となる語や文
を見付けながら読み，短い文
に表している。 

○ 「和紙の魅力について，６
年生に伝える」という学習の
見通しをもって，接続する語
句や段落の役割について理解
した上で，目的を意識し，中
心となる語や文を見付けなが
ら読み，紹介文を書こうとし
ている。 

 
７ 単元に関して 
 〇 児童の状況 
  （略） 
 
〇 教材の価値 
・ 教材文「世界にほこる和紙」：本単元は，「Ｃ読むこと」の指導事項ウ「目的を意識して，中心
となる語や文を見付けて要約すること。」に基づいて設定されている。教材文「世界にほこる和
紙」は，和紙について，破れにくく長持ちする「和紙のよさ」と，気持ちを表す方法として使う
「和紙の使い方」について具体例を述べ，分かりやすく説明している。そのため，和紙の魅力を
伝えることを目的として，中心となる語や文を見付けることに適している。また，「まず」「もう
一つ」「このように」という接続する語句によって，文章全体の構成も捉えやすい。そのため，
「初め」「中」「終わり」のまとまりごとに，中心となる語や文を見付けやすい教材である。 

  ・ 記録や報告などの文章を読み，文章の一部を引用して，分かったことや考えたことを説明した
り，意見を述べたりする活動。（和紙の魅力について，６年生に伝える紹介文を書く）：本単元で
は，「和紙の魅力について，６年生に伝える紹介文を書く」という言語活動を設定する。６年生
は，国語科「日本文化を発信しよう」の学習や社会科の歴史の学習を既習している。このことを
関連付けて言語活動を設定することによって，児童が，目的を意識して，進んで文章の中から中
心となる語や文を見付けようとする意欲を高めることができる。 

 
 
 

 

１ 



 
 
 
〇 指導の工夫 
・ 主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，指示する語句と接続する語句の役割，段落の役
割について理解すること。：指導に当たっては，まず，既習の「思いやりのデザイン」を振り返ら
せ，どのような接続する語句が使われていたか，また，その語句はどのように使われていたかを
確かめさせる。その上で，本教材で使われている「まず」「もう一つ」「このように」という接続
する語句に気付かせ，これらの接続する語句自体の意味やその役割について考えさせる。このこ
とで，接続する語句に着目して，「初め」「中」「終わり」という文章全体の構成を捉えられるよう
にする。 

・ 目的を意識して，中心となる語や文を見付けて要約すること。： 目的を意識して，中心となる
語や文を見付けることができるように，段階的な学習過程を取り入れた指導を行う（図１）。な
お，今回，「中心となる語や文」と「必要な情報」は同義と捉え，指導を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
また，③の段階の表現活動では，鶴田（2017）の「根拠・理由・主張の３点セット」を一部取

り入れる。その際，児童が抵抗感なく学習に取り組むことができるように，名称を「考え名人３
点セット」とし，児童には以下のように示す。 
 

                     
○ 根拠…教材文から取り出した和紙の魅力 

（②－２ａの段階で，取り出した情報） 
 

○ 理由…取り出した和紙の魅力と関連付けた自分の
既有知識や生活経験 
（②－２ｂの段階で，想起した自分の既有知
識や生活経験） 

                   
                  ○ 意見…和紙の魅力について，６年生に伝える短い文 
                       （②－２の段階で取捨選択した情報を整理し 
（※ 鶴田の「主張」の部分を「意見」と示す。）                て，短く表した文）） 

 
これをワークシートに取り入れて指導を行う。ワークシートは，図１の段階的な学習過程にお

ける，児童の思考を視覚化できるように，一枚にまとめる（次頁図２）。このワークシートを，第
３時から第７時において，繰り返し活用する。 
 
 
 
 
 

図１ 段階的な学習過程 

【考え名人３点セット】 

２ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
各段階のねらいと指導上の留意点は，以下のとおりである。 

① 読む目的を理解する段階 
「必要な情報を見付ける力」の育成のためには，目的を明確にして読むことが大切であるため，

①の段階を位置付けた。 
この段階では，まず，第１時に，「和紙の魅力について，６年生に伝える」という目的を，以下

に示す「伝えるポイント」として，全体で共通認識させる。これを，毎時間の冒頭部分で示して確
認させることで，読む目的を理解し，目的を意識して学習に取り組むことができるようにする。 
 
 
 
 
 
 
② 必要な情報を見付ける段階 
②－１ 文章の構造と内容を捉える段階 

 文章の構造や内容を的確に捉え，それを基に，必要な情報を見付けることができるように，②－
１の段階を位置付けた。 
この段階では，まず，個人で文章から読み取ったことを，印を付けさせたり,キーワードで表現

させたりする。このことで，文章の構造や内容を捉えることができているか，自覚できるようにす
る。その際，筆者が述べたいこと（和紙の「よさ」「使い方」）を，全体で確認する場を設ける。 
②－２ 必要な情報を取捨選択する段階 

    「必要な情報を見付ける力」の育成のためには，自分の知識や経験などと関連付けながら読む際
の一連の思考を，意図的に言語化し，顕在化することが大切である。そのため，②－２の段階を，
「②－２ａ 文章の中から必要な情報を取り出す段階」と「②－２ｂ 取り出した情報と既有知識
や生活経験を関連付ける段階」に分け，これらの段階を往還させる。 
②－２ａ 文章の中から，必要な情報を取り出す段階 
②－１の段階で捉えた構造や内容を基に，目的と照らし合わせて必要な情報を見付けることがで

きるように，②－２ａの段階を位置付けた。 
この段階では，上記の「伝えるポイント」の掲示を示して，和紙の魅力のうち，「よさ」また

は「使い方」のどちらの情報を取り出すのかを，全体で確認させる。このことで，必要な情報
を焦点化させ，取捨選択できるようにする。 
 
 
 
 
 

図２ 「考え名人３点セット」を取り入れたワークシート 
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②－２a ②－１ 

【伝えるポイント】 
〇 ６年生に伝える。 
〇 和紙のみりょく 
 ・ よさ（洋紙とくらべて） 
 ・ 使い方（いつから・何に・どのように） 

３ 



 
 
 
②－２ｂ 取り出した情報と，既有知識や生活経験を関連付ける段階 
②－２ａの段階で取り出した情報と，自分の既有知識や生活経験を関連付けたことを言語化し，

文章の内容を自分のこととして実感的に理解した上で，再度，必要な情報を取捨選択することがで
きるように，②－２ｂの段階を位置付けた。 
この段階では，和紙の実物を提示したり，取り出した情報と，既有知識や生活経験を関連付

けさせる発問の工夫を行ったりする。このことで，取り出した情報と，既有知識や生活経験を
関連付けたことを言語化し，その後，再度文章に立ち返り，情報を取り出すことができるよう
にする。 
 

③ 要約する段階 
    ②－２の段階で取捨選択した情報を整理し，短い文に表すことができるように，③の段階を位置

付けた。 
この段階では，「意見」として，「和紙の魅力について，６年生に伝える短い文」を記述させる。 

 
８ 単元学習と評価の計画（全９時間） 
次 時 学 習 活 動 評価規準・評価方法 
一 １  「世界にほこる和紙」を読み，和紙の魅力につい

て，６年生に紹介することを知り，学習の見通しを
もつ。 

 

二 ２  全文を読み，大まかな内容を捉える。段落を確か
め，文章全体の構成を捉える。 

 

３  「始め」の中心となる語や文を見付けて，短い文
に表す。 

４ 「中１」の中心となる語や文を見付けて，短い文
に表す。 

５ 「中２」の中心となる語や文を見付けて，短い文
に表す。 

６ 「終わり」の中心となる語や文を見付けて，短い
文に表す。 

７ 文章全体の中心となる語や文を見付けて，短い文
に表す。 

三 ８  和紙の魅力について，６年生に伝える紹介文を書
く。 

 

９  書いた紹介文を６年生に伝える。学習を通して学
んだことを振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[主体的に学習に取り組む態度] 
観察・発言・ワークシート 
・ 和紙の魅力について，６年生に伝えたいことを書いたり話
し合ったりしている様子の確認 

[知識・技能] 
ワークシート 
・ 形式段落や意味段落の記述の確認 

[思考・判断・表現] 

ワークシート 

・ ワークシートの記述の確認 

[思考・判断・表現] 
ワークシート 
・ 和紙の魅力について，６年生に伝える紹介文の記述の確認 

[主体的に学習に取り組む態度] 
ワークシート・発表 
・ 和紙の魅力について，６年生に伝えている様子の確認 

４ 



〈第１時〉 

⑴ 本時の目標 

 ○ 和紙に関心をもつとともに，「和紙の魅力について，６年生に伝える」という学習の見通しをもつ

ことができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

 

⑶ 本時の学習過程 

観点 評価規準 具体的な児童の姿 

主体的に学習に 

取り組む態度 

和紙に関心をもつととも

に，「和紙の魅力につい

て，６年生に伝える」とい

う学習の見通しをもってい

る。 

 和紙の魅力について，６年生の和紙に関わる

学習状況や教科書に書かれている内容を踏まえ

ながら，６年生に伝えたいことを書いている。 

学習活動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する児童への支援） 
評価規準・評価方法 

１ 和紙について，知ってい

ることを出し合う。 

 ・ テレビで観たことがあ

るよ。 

 ・ 文房具売り場で見たこ

とがあるよ。 

 ・ 昔から日本にあるもの

だと思う。 

 ・ 伝統工芸品の一つだと

聞いたことがあるよ。 

 

２ 「世界にほこる和紙」を

読む目的を確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時のめあてを知る。 

 

 

 

〇 和紙に関する既有知識を振り返らせた

り，和紙の実物を見せたりすることで，

和紙について関心をもつことができるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 読む目的を明確にさせるために，和紙

の魅力について，６年生に伝えることを

説明する。その際に，なぜ６年生に伝え

るのかもあわせて説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 ６年生が学習した和紙に関わる資料の

イメージをもつことができるように，Ｉ

ＣＴ機器を活用して，その資料を提示す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和紙のみりょくについて，６年生に伝えたいことを考えよう。 

【６年生の和紙に関わる学習状況】 

・ 社会の歴史で学習した，正倉院の文

書や平安時代の大和絵などに和紙が使

われている。 

・ 国語の「日本の文化を伝えよう」

で，和紙と同じように昔から日本にあ

るものについて学習している。 

５ 



 

 

 

４ 和紙の魅力について，６

年生に伝えたいことを考え

る。 

 (個人→ペア→全体) 

 ・ ６年生が初めて知るこ 

  と 

 ・ ６年生の学習と関係が

あること 

 ・ 和紙の材料 

 ・ 和紙の種類 

 ・ 和紙はいつから使われ

ているのか 

 ・ 和紙は何に使われてい

るのか 

 ・ 和紙はどのようなとき

に使うのか 

 ・ 和紙のよさ 

 

５ 「世界にほこる和紙」を

読む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ ６年生に伝える和紙の魅

力を確かめる。 

 

 

 

 

 

７ 学習の振り返りをし，次

時の学習の見通しをもつ。 

 

〇 ６年生の和紙に関わる学習状況を基

に，６年生に伝えたいことを考えさせる

ために，学習活動２で提示した資料を再

度示し，確認させる。 

Ｃ： これまでのスピーチの学習で，相手

に伝える際には，相手が聞きたいこと

について伝えたことを確認させる。 

〇 クラス全体で考えを共有するために，

ペアや全体での交流の場を設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 目的をもって読むことができるよう，

学習過程４で，自分がワークシートに書

いた「６年生に伝えたいこと」が，教材

文に書かれているかという視点で読ませ

る。 

Ｃ： 読む目的を明確にさせるために，「和

紙の使い方」を読む視点として示す。 

〇 再度，６年生に伝えたいことを個人思

考させるために，自分の考えに合う語や

文に印を付けさせたり，新たに付け加え

させたりする。 

 

 

 

 

 

 

〇 和紙の魅力について，教材文に書かれ

ている情報を共通認識させるために，全

体交流の場を設ける。 

〇 伝えたいことをより焦点化させるため

に，和紙の魅力について，「よさ」と「使

い方」に整理し，確認させる。 

 

○ 本時の学習で思ったことや考えたこと

を表現し，自覚することができるよう

に，板書やワークシートを基に，本時の

学習を振り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ： 和紙の魅力につ

いて，６年生の和

紙に関わる学習状

況や教科書に書か

れている内容を踏

まえながら，６年

生に伝えたいこと

を三つ以上書いて

いる。 

Ｂ： 和紙の魅力につ

いて，６年生の和

紙に関わる学習状

況や教科書に書か

れている内容を踏

まえながら，６年

生に伝えたいこと

を書いている。 

（ワークシート） 

６ 



板
書
計
画 

第
一
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                        

 

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
① 

 

め
あ
て 

 
 
 
 

和
紙
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て
，
六
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
よ
う
。 

   

〇 

和
紙
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と 

 
 

・ 

テ
レ
ビ
で
み
た
こ
と
が
あ
る 

 
 

・ 

文
房
具
売
り
場
で
見
た
こ
と
が
あ
る 

 
 

・ 

昔
か
ら
日
本
に
あ
る
も
の 

 
 

・ 

伝
統
工
芸
品
の
一
つ 

   

和
紙
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て
、
六
年
生
に
伝
え
よ
う
。 

 

〇 

和
紙
の
み
り
ょ
く
を
六
年
生
に
伝
え
る
理
由 

 
 

・ 

社
会
の
歴
史
で
習
っ
て
い
る 

 
 

・ 

国
語
で
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
る 

  

〇 

六
年
生
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
た
い
？ 

 
 

・ 

六
年
生
が
初
め
て
知
る
こ
と 

 
 

・ 

六
年
生
の
学
習
と
関
係
が
あ
る
こ
と 

 
 

・ 

和
紙
の
材
料 

 
 

・ 

和
紙
の
種
類 

・ 

和
紙
は
い
つ
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
の
か 

 
 

・ 

和
紙
は
ど
の
よ
う
な
と
き
に
使
う
の
か 

 
 

・ 

和
紙
は
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か 

 
 

・ 

和
紙
の
よ
さ 

  

ま
と
め 

 
 

 
 
 
 

⑴ 

①
六
年
生
に
和
紙
の
み
り
ょ
く
を
伝
え
る 

 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
洋
紙
と
く
ら
べ
て
） 

⑵ 

み
り
ょ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
伝
え
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
い
つ
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
の
か 

ど
の
よ
う
な
と
き
に
使
う
の
か 

何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
） 

和
紙 

和
紙 

学
習
過
程
の
「
３ 

本
時
の
め
あ
て
を

知
る
。」
の
後
で
、
め
あ
て
を
書
く
。 

よ
さ 

使
い
方 

７ 



〈第２時〉 

⑴ 本時の目標 

 ○ 接続する語句や段落の役割について理解して，文章全体を「初め」「中」「終わり」に分けること

ができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

 

⑶ 本時の学習過程 

観点 評価規準 具体的な児童の姿 

知識・技能 

接続する語句や段落の役

割について理解して，文章

全体を「初め」「中」「終わ

り」に分けている。 

 「世界にほこる和紙」を読んで大まかな内容

を捉え，文章全体を「初め」「中」「終わり」

に分けたり，「中」を二つに分けたりしてい

る。 

学習活動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する児童への支援） 
評価規準・評価方法 

１ 前時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 既習の「思いやりのデザ

イン」（４年上）で学習し

たことを確認する。 

 ⑴ 接続する語句の意味や

使い方について 

  ・ 「いっぽう」は，二

つのうち，一つ目のこ

とを説明した後，二つ

目のことについて説明

するときに使われてい

た。だから，「中」に

あたる。 

  ・ 「このように」は，

それまでの話をまとめ

るときに使われてい

た。だから，「終わ

り」にあたる。 

 

○ 読む目的を意識できるように，前時の

学習で考えた「伝えるポイント」の掲示

を示し，その内容を確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ これまでの説明的な文章の学習では，

どのように学習を進めていたのかを確認

するために，文章全体の構成を捉えた上

で，内容の読み取りを行うという学習手

順を想起させる。 

 

 

 

○ ＩＣＴ機器（ＰＣ）を活用して，既習

の「思いやりのデザイン」を提示するこ

とで，文章全体の構成「初め」「中」「終

わり」を確認させる。 

○ 「世界にほこる和紙」を読む際に，接

続する語句に気付かせるとともに，それ

を基に，文章の内容をより理解すること

ができるよう，「思いやりのデザイン」で

使われていた接続語「いっぽう」「このよ

うに」の意味や役割を確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

「世界にほこる和紙」を読んで，「初め」「中」「終わり」に分けよう。 

【伝えるポイント】 
① ６年生に伝える。 
② みりょく よさ 

（洋紙と比べて） 
使い方 
(いつから，何に， 
どのように) 



⑵ 「初め」「中」「終わり」

に書かれていることの要

点について 

・ 「初め」には，話題

と筆者の考えが書かれ

ていた。 

  ・ 「中」には，案内図

について詳しく書かれ

ていた。 

  ・ 「終わり」には，筆

者の考えが書かれてい

た。 

 

４ 全文を読む。 

 

 

 

 

５ 「初め」「中」「終わり」

の分け方と，それぞれに書

かれていることの要点を考

える。 

  

 ⑴ 「初め」「中」「終わ

り」に分ける。 

（個人→ペア→全体） 

 ・ 第１段落は和紙のこ

とが話題として書かれ

ているから「初め」だ

と思う。 

  ・ 第３段落の初めに

「まず」と書いてあっ

て，「まず」は具体例

を説明し始める時に使

う言葉だから，第３段

落から「中」だと思

う。 

  ・ 「中」の終わりは，

第９段落だと思う。そ

れは，第９段落までが

和紙の魅力について詳

しく書かれているか

ら。 

  ・ 第 10段落の初めに

「このように」と書い

てあって，「このよう

に」は，筆者の考えが

まとめられている時に

使われる言葉だから，

第 10段落はまとめの

部分で，「終わり」だ

と思う。 

○ 「思いやりのデザイン」で既習した

「初め」「中」「終わり」に書かれている

ことの要点を確認させることで，「世界に

ほこる和紙」の「初め」「中」「終わり」

に書かれていることの要点を考えさせる

ための見通しをもつことができるように

する。 

 

 

 

 

 

 

○ 「初め」「中」「終わり」の分け方や，

それぞれに書かれていることを考えなが

ら読むことができるよう，教材文の接続

語やキーワードに印を付けさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

○ 自分の考えをもつことができるよう

に，まず，教材文に，「初め」「中」「終わ

り」をどのように分けるか書かせる。そ

の上で，ワークシートの表に，「初め」

「中」「終わり」の分け方をまとめさせ

る。 

Ｃ： 「まず」「もう一つ」「このように」

という接続語に気付くことができるよ

うに，「思いやりのデザイン」で使われ

ていた接続語を確認し，「世界にほこる

和紙」にも同じ接続語がないか見付け

させる。 

 

ペア 

○ 一人一人が自分の考えを明確にした

り，他の視点をもったりすることができ

るように，ペア活動の場を設定する。 

○ 文章中の語や文に着目し，内容を理解

した上で，「初め」「中」「終わり」の分け

方の理由を共有するために，どのように

段落を分けたのか，段落番号だけでな

く，その理由も説明させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 全文に書かれているこ

との内容を確認する。

（全体） 

  ・ 「初め」には，和紙

のことが話題として書

かれている。 

  ・ 「初め」には，筆者

の考えも書いてある。 

  ・ 「中」には，和紙の

魅力が詳しく書いてあ

る。 

  ・ 「終わり」には，筆

者の考えが書いてあ

る。 

 

 ⑶ 「中」を内容のまとま

りで分ける。 

（個人→全体） 

  ・ 第３段落の初めに

「まず」と書いてある

から，第３段落から一

つ目の魅力が書かれて

いると思う。 

 ・ 第６段落の初めに

「このような」と書い

てあるから，第５段落

と第６段落はつながる

と思う。 

  ・ 第７段落の初めに

「もう一つ」と書いて

あるから，第７段落か

ら二つ目の魅力が書か

れていると思う。 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

○ 全体交流の際，発表する児童が着目し

た接続語や内容を全体で共有するため

に，ＩＣＴ機器（実物投影機）を活用し

て，教材文を提示し，該当箇所を全体で

確認させる。 

○ ワークシートに，友達の考えを書いた

り，自分の考えを修正したりする際に，

自分の考えの変容を振り返ることができ

るようにするため，赤鉛筆で加筆させ

る。 

 

○ 要点を考えることができるようにする

ために，学習活動３⑵の板書を基に，内

容構成が同じであることに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

○ 「中」の分け方について考えることが

できるようにするため，まず，「中」の段

落番号を書き，その後，内容のまとまり

で段落を分けさせる。その際に，なぜそ

のように分けたのか，理由を接続語やキ

ーワードを基に記述させる。 

Ｃ： 学習活動５⑴において，接続語の意

味や役割を確かめて分けていたことを

振り返ることで，「中」の段落において

も同様に分けさせる。 

 

全体 

○ ワークシートに，友達の考えを書いた

り，自分の考えを修正したりする際に，

自分の考えの変容を振り返ることができ

るようにするため，赤鉛筆で加筆させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ： 「世界にほこる

和紙」を読んで大

まかな内容を捉

え，文章全体を

「初め」「中」「終

わり」に分けた

り，「中」を二つ

に分けたりしてい

る。その際に，

「中」をどのよう

に二つに分けるの

か，理由も書くこ

とができている。 

Ｂ： 「世界にほこる

和紙」を読んで大

まかな内容を捉

え，文章全体を

「初め」「中」「終

わり」に分けた

り，「中」を二つ

に分けたりしてい

る。 

（ワークシート） 
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６ 本時の学習を振り返り，

次時の学習を確認する。 

○ 本時の学習を振り返るために，板書や

ワークシートを基に，本時の学習で思っ

たことや考えたことを発表させる。 

○ 次時の学習を確かめさせるために，単

元計画表を黒板横に示す。 

11 



板
書
計
画 

第
二
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〈
黒
板
横
〉 

        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

〈
単
元
計
画
図
〉 

        

￥ 

             
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〈
テ
レ
ビ
〉 
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世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
② 

め
あ
て 

 
 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、「
初
め
」「
中
」 

 
 

「
終
わ
り
」
に
分
け
よ
う
。 

  

〇 

「
思
い
や
り
の
デ
ザ
イ
ン
」
の
学
習
を
思
い
出
そ
う
。 

・ 

初
め
…
…
話
題
・
筆
者
の
考
え 

 
 

・ 

中
…
…
…
案
内
図
（
具
体
例
） 

い
っ
ぽ
う 

 
 

・ 

終
わ
り
…
筆
者
の
考
え 

 
 
 

こ
の
よ
う
に 

  

〇 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
、「
初
め
」「
中
」「
終
わ
り
」
に 

 
 

分
け
て
表
に
ま
と
め
よ
う
。 

          
 

・ 

①
に
は
話
題
と
し
て
和
紙
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。 

 
 

・ 

②
に
は
筆
者
の
考
え
が
か
い
て
あ
る
。 

・ 

③
か
ら
具
体
例
が
書
か
れ
て
い
る
。 

・ 

⑨
ま
で
和
紙
の
み
り
ょ
く
が
書
か
れ
て
い
る
。 

 
 

・ 

⑩
は
筆
者
の
考
え
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

   

〇 

さ
ら
に
「
中
」
を
分
け
よ
う
。 

 
 

・ 

③
の
初
め
は
「
ま
ず
」
と
書
い
て
あ
る
か
ら
、
③
か
ら 

 
 
 

一
つ
目
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。 

・ 

⑥
の
初
め
が
「
こ
の
よ
う
な
和
紙
の
と
く
ち
ょ
う
」 

 
 
 

だ
か
ら
、
⑤
と
⑥
は
つ
な
が
る
。 

 
 

・ 

⑦
の
初
め
は
「
も
う
一
つ
」
だ
か
ら
、
⑦
か
ら
二
つ
目
の 

 
 
 

み
り
ょ
く
が
書
か
れ
て
い
る
。 

 

ま
と
め 

「
初
め
」「
中
」「
終
わ
り
」
に
分
け
て
、 

 

・ 

「
初
め
」
に
は
、
話
題
や
筆
者
の
考
え
が
書
い
て
あ
る 

・ 

「
中
」
に
、
和
紙
の
み
り
ょ
く
が
く
わ
し
く
書
い
て
あ
る 

・ 

「
終
わ
り
」
に
は
、
筆
者
の
考
え
が
書
い
て
あ
る 

 

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

 

                      

８ 

し
ょ
う
か
い
文
を
書
く
。 

 

９ 

書
い
た
し
ょ
う
か
い
文
を
、
六
年
生
に 

伝
え
る
。 

学
習
の
ふ
り
返
り
を
す
る
。 

☆
 

和
紙
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て
、 

六
年
生
に
伝
え
よ
う
。 

  

伝
え
る
ポ
イ
ン
ト 

  

① 

六
年
生
に
伝
え
る 

  
 

 
 

 
 

 
 

よ
さ
（
洋
紙
と
く
ら
べ
て
） 

 
 

 

② 

み
り
ょ
く 

 
 

 
 

（
い
つ
か
ら 

使
い
方 

何
に 

 

ど
の
よ
う
に
） 

「
思
い
や
り
の
デ
ザ

イ
ン
」
「
世
界
に
ほ
こ

る
和
紙
」
の
文
章
を
提

示
す
る
。 

１ 
 

六
年
生
に
伝
え
た
い
和
紙
の 

み
り
ょ
く
に
つ
い
て
考
え
る
。 

 

２ 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、 

 
 

「
初
め
」「
中
」
「
終
わ
り
」
に
分
け
る
。 

  
３ 
「
初
め
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

４ 

「
中
１
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

５ 

「
中
２
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

６ 

「
終
わ
り
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

７ 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、 

 
 

六
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

毎
時
間
の
冒
頭
部
分

で
確
か
め
さ
せ
る
。 

次
時
の
学
習
を

確
認
す
る
場
面

で
提
示
す
る
。 

児
童
の
言
葉
を
引
き

出
し
、
そ
れ
を
ま
と

め
の
言
葉
と
す
る
。 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を

拡
大
し
た
も
の
を

貼
る
。 



〈第３時〉 

⑴ 本時の目標 

 ○ 「和紙の魅力について，６年生に伝える」という目的を意識して，「世界にほこる和紙」の「初

め」の中心となる語や文を見付けることができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

 

⑶ 本時の学習過程 

観点 評価規準 具体的な児童の姿 

思考・判断・表現 

「和紙の魅力について，

６年生に伝える」という目

的を意識して，「世界にほ

こる和紙」の「初め」の中

心となる語や文を見付ける

ことができる。 

 「６年生に伝える」という目的を意識し，和

紙の魅力（よさ）について，「考え名人３点セッ

ト」の「根拠」「理由」「意見」を使いながら，

書いている。 

学習活動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する児童への支援） 
評価規準・評価方法 

１ 前時までの学習を振り返

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを知る。 

 

 

 

 

 

３ 「考え名人３点セット」

について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 読む目的を意識できるように，第１時

に考えた「伝えるポイント」の掲示を示

し，その内容を確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 単元の見通しをもつことができるよう

に，単元計画表を示し，本時の学習につ

いて確認させる。 

 

 

 

〇 「考え名人３点セット」とは何かを知

るために，ＩＣＴ機器（ＰＣ）を活用

し，次の①～③の順に図を示して説明す

る。 

  

 ① 「根拠（どこから）」「理由(どうし

て)」「意見(伝えたい)」の関係や意味

を理解することができるように，色分

けした図を，１～３の順に一つずつ提

示する。(１～３は思考する順序) 
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「初め」を読み，「考え名人３点セット」を使って，６年生に伝えたいことを考えよう。 

【伝えるポイント】 
① ６年生に伝える。 
② みりょく よさ 

（洋紙と比べて） 
使い方 
(いつから，何に， 
どのように) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 「世界にほこる和紙」の

「初め」を読む。 

 ⑴ 教師の範読を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 個人で音読する。 

 

 

５ 「初め」に書かれている

内容を読み取る。 

 ⑴ 分からない語や文につ

いて，確認する。 

  ・ 伝統的 

・ ユネスコ無形文化遺 

   産 

  ・ 洋紙 

  ・ せんい 

 ② 既習の「思いやりのデザイン」を

「考え名人３点セット」に当てはめて

表すことで，使い方を理解できるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「世界にほこる和紙」が「考え名人

３点セット」に当てはめるとどうなる

のかを知るために，ＩＣＴ機器を活用

して示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 自力で音読ができるようにするため，

読めない漢字には印を付けさせる。 

〇 文章中の語や文について，理解できて

いるかを自覚することができるように，

語や文の理解が曖昧な箇所に印を付けさ

せる。 

 

〇 「初め」の内容の大体を捉えることが

できるように，個人で音読させる。 

 

 

 

〇 語や文を理解することができるよう

に，学習過程４⑴で印を付けた語や文を

挙げさせ，それについて，説明すること

ができる児童に発表させたり，教師が補

足したりする。 
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  ・ ほこり（誇り） 

  ・ 植物からせんいを取

り出す 

 

 ⑵ 「初め」に書かれてい

る内容を確認する。 

  （個人→全体） 

 第１段落 

・ 日本のわざが世界に

みとめられた 

  ・ 和紙がユネスコ無形

文化遺産に登録された 

  ・ 和紙は人の手，洋紙

はきかいで作られてい

る 

 第２段落 

  ・ 筆者の考えが書かれ

ている 

   （ほこりに思ってい

る，より多くの人に

和紙のよさを知って

もらい，使ってほし

い） 

  ・ 和紙には洋紙にはな

いよさがある 

  ・ 自分の気持ちを表せ 

   る 

 

 ⑶ 内容を「よさ」と「使

い方」に分ける。 

  （個人→全体） 

  使い方 

  ・ 和紙を選んで使うこ

とは，自分の気持ちを

表す方法の一つ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

〇 内容を理解することができているか自

覚するために，文章から読み取ったこと

を，キーワードや短い文で表現させる。 

 

全体 

〇 「初め」に書かれている内容を共有す

るために，全体交流の場を設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

〇 「よさ」と「使い方」を視覚的に分か

るように，「よさ」に関する内容には本文

に直線，「使い方」に関する内容には波線

を引かせる。 

 

全体 

〇 友達の意見を聞いて，自分の意見と比

較することができるように，全体交流を

させる。 

〇 学習過程６で，６年生に伝える和紙の

魅力を「よさ」に焦点化して考えること

ができるように，この場面では，「使い

方」のみ全体で確認させる。 

〇 「使い方」について，友達の考えを書

いたり，自分の考えを修正したりする際

に，自分の考えの変容を振り返ることが

できるようにするため，赤鉛筆で加筆さ

せる。 
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６ ６年生に伝えたい和紙の

魅力（よさ）について，

「考え名人３点セット」を

使って，「根拠」「理由」

「意見」を考える。 

 ⑴ 「根拠」を考える。 

  （個人→全体） 

 よさ 

・ 和紙を作る日本伝

統的なぎじゅつが，

ユネスコの無形文化

遺産に登録された 

  ・ 植物から取り出した

せんいを，人の手によ

って，ていねいにから

ませて作る日本のわざ

が，世界にみとめられ

た 

  ・ 和紙には洋紙にはな

いよさがある 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ ⑴の「根拠」と，自分

の知っていることや経験

したことを結び付け，和

紙のよさの「理由」を考

える。 

  （全体） 

  ・ 和紙は普段使ってい

るノート（洋紙）と違

って，触り心地がふわ

ふわしていて，確かに

和紙には洋紙にはない

よさがあると思うか

ら。 

  ・ 人の手によって作

られている布を見た

ことがあって，細か

い作業がすごいなあ

と思った。だから，

和紙を作るわざもす

ごいと思うから。 

  ・ ユネスコ無形文化遺

産に登録されるのは，

数が多くないと聞いた

ことがある。だから，

和紙はすばらしいもの

だと思うから。 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

〇 文章中から，「「よさ」について書かれ

ている箇所を見付けることができるよう

に，学習過程１で確認した「伝えるポイ

ント」を基に，「よさ」とは「洋紙と比べ

たよさ」であることを確認させる。 

〇 本文中に書かれている「よさ」が視覚

的に分かるように，「よさ」に関する内容

には，直線を引かせる。 

 

全体 

〇 クラス全体で考えを共有するために，

全体交流をさせる。 

〇 「よさ」について，友達の考えをワー

クシートに書いたり，自分の考えを修正

したりする際には，自分の考えの変容を

振り返ることができるように，赤鉛筆で

加筆させる。 

 

〇 文章に書かれている内容を，自分のこ

ととして実感的に理解するために，根拠

を基に，自分の既有知識や生活経験と結

び付けて考えさせる。 
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 ⑶ 「考え名人３点セッ

ト」の「意見」を考え

る。 

  （全体→個人） 

  ・ 和紙のよさは，人の

手によって，ていねい

に作られているという

洋紙にはないよさがあ

ることです。 

  ・ 和紙のよさは，人の

手によって，ていねい

に作られ，ユネスコ無

形文化遺産に登録され

ていることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 本時の学習を振り返り，

次時の学習を確認する。 

 

 

 

 

全体 

〇 友達の意見を聞いて，全員が自分の考

えをもったり，自分の考えを友達と比較

し，深めたりすることができるように，

ワークシートに記述した「意見」を発表

させる。 

個人 

〇 自分の考えを明確にするために，全体

交流での友達の意見を参考にしたり，自

分自身が６年生に伝えたいと思ったりし

たことをワークシートに記述させる。 

Ｃ： 自分の考えをもつために，全体交流

での友達の意見の中で，自分の考えと

似ているものを選ばせ，その文を参考

にさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 本時の学習を振り返ることができるよ

うに，板書やワークシートを基に，本時

の学習で思ったことや考えたことを発表

させる。 

〇 次時の学習を確かめることができるよ

うに，単元計画表を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ： 「６年生に伝え

る」という目的を

意識し，和紙の魅

力（よさ）につい

て，「考え名人３

点セット」の「根

拠」「理由」「意

見」を使いなが

ら，書いている。

さらに，「理由」

に書いた自分の解

釈を取り入れなが

ら，「意見」を書

いている。 

Ｂ： 「６年生に伝え

る」という目的を

意識し，和紙の魅

力（よさ）につい

て，「考え名人３

点セット」の「根

拠」「理由」「意

見」を使いなが

ら，書いている。 

（ワークシート） 
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板
書
計
画 

第
三
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
黒
板
横
〉 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

〈
単
元
計
画
図
〉 

                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
テ
レ
ビ
〉 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

 

                      

８ 

し
ょ
う
か
い
文
を
書
く
。 

 

９ 

書
い
た
し
ょ
う
か
い
文
を
、
六
年
生
に 

伝
え
る
。 

学
習
の
ふ
り
返
り
を
す
る
。 

☆
 

和
紙
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て
、 

六
年
生
に
伝
え
よ
う
。 

  

伝
え
る
ポ
イ
ン
ト 

  

① 

六
年
生
に
伝
え
る 

  
 

 
 

 
 

 
 

よ
さ
（
洋
紙
と
く
ら
べ
て
） 

 
 

 

② 

み
り
ょ
く 

 
 

 
 

（
い
つ
か
ら 

使
い
方 

何
に 

 

ど
の
よ
う
に
） 

 

１ 
 

六
年
生
に
伝
え
た
い
和
紙
の 

み
り
ょ
く
に
つ
い
て
考
え
る
。 

 

２ 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、 

 
 

「
初
め
」「
中
」
「
終
わ
り
」
に
分
け
る
。 

  
３ 
「
初
め
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

４ 

「
中
１
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

５ 

「
中
２
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

６ 

「
終
わ
り
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

７ 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、 

 
 

六
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

毎
時
間
の
冒
頭
部
分

で
確
か
め
さ
せ
る
。 

学
習
過
程
３

で
、「
考
え
名

人
３
点
セ
ッ

ト
」
と
は
何

か
を
知
る
た

め
に
、
①
～

③
の
順
に
示

す
。 

 
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
③ 

め
あ
て 

 
 

「
初
め
」
を
読
み
、「
考
え
名
人
３
点
セ
ッ
ト
」
を
使
っ
て
、 

六
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
よ
う
。 

 

考
え
名
人
３
点
セ
ッ
ト 

 

    

                   
 

 
 

           

・ 
和
紙
は
普
段
使
っ
て

い
る
ノ
ー
ト
（
洋
紙
）

と
違
っ
て
、
触
り
心
地

が
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い

て
、
確
か
に
和
紙
に
は

洋
紙
に
は
な
い
よ
さ
が

あ
る
と
思
う
か
ら
。 

・ 

人
の
手
に
よ
っ
て
作

ら
れ
て
い
る
布
を
見
た

こ
と
が
あ
っ
て
、
細
か

い
作
業
が
す
ご
い
な
あ

と
思
っ
た
。
だ
か
ら
、

和
紙
を
作
る
わ
ざ
も
す

ご
い
と
思
う
か
ら
。 

・ 

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化 

遺
産
に
登
録
さ
れ
る
の

は
、
数
が
多
く
な
い
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

だ
か
ら
、
和
紙
は
す
ば

ら
し
い
も
の
だ
と
思
う

か
ら
。 

六
年
生
に
伝
え
た
い
和
紙
の
よ
さ
は
、 

 

・ 

人
の
手
に
よ
っ
て
、
て
い
ね
い
に
作
ら
れ
る
と
い
う
洋
紙

に
は
な
い
よ
さ
が
あ
る
こ
と 

 ・ 

人
の
手
に
よ
っ
て
、
て
い
ね
い
に
作
ら
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

                  

教
科
書
の
「
初
め
」
を

拡
大
し
た
も
の
を
黒

板
に
貼
る
。 

 

余
白
部
分
に
、
文
章

か
ら
読
み
取
っ
た
こ

と
を
、
キ
ー
ワ
ー
ド

や
短
い
文
な
ど
で
書

き
表
さ
せ
る
。 

 

児
童
が
選
ん
だ
語
や

文
に
線
を
引
か
せ

る
。
（
「
よ
さ
」
は
直

線
、「
使
い
方
」
は
波

線
） 

何
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
か

を
、
児
童
が
確
認
し
や
す
い

よ
う
に
、
板
書
と
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
の
形
式
を
統
一
す
る
。 

根
拠
（
ど
こ
か
ら
） 

意
見 

（
伝
え
た
い
） 

理
由
（
ど
う
し
て
） 

「
学
習
過
程

３
で
児
童
に

提

示

す

る

図
」
を
提
示 

（
参
考
資
料

参
照
） 
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〈第４時〉 

⑴ 本時の目標 

 ○ 「和紙の魅力について，６年生に伝える」という目的を意識して，「世界にほこる和紙」の「中

１」の中心となる語や文を見付け，短い文にまとめることができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

 

⑶ 本時の学習過程 

観点 評価規準 具体的な児童の姿 

思考・判断・表現 

「和紙の魅力について，

６年生に伝える」という目

的を意識して，「世界にほ

こる和紙」の「中１」の中

心となる語や文を見付け，

短い文にまとめることがで

きる。 

 「６年生に伝える」という目的を意識し，「考

え名人３点セット」の「根拠」「理由」「意見」

を使いながら，和紙のよさについて，書いてい

る。 

学習活動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する児童への支援） 
評価規準・評価方法 

１ 前時までの学習を振り返

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを知る。 

 

 

 

 

 

 

３ 「世界にほこる和紙」の

「中１」を読む。 

〇 読む目的を意識できるように，第１時

に考えた「伝えるポイント」の掲示を示

し，その内容を確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 「考え名人３点セット」の「根拠（ど

こから）」「理由(どうして)」「意見(伝え

たい)」の関係や意味を想起することがで

きるように，色分けした図を，１～３の

順に一つずつ提示し，確認させる。(１～

３は思考する順序) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 単元の見通しをもつことができるよう

に，単元計画表を示し，本時の学習の位

置付けやめあてについて確認させる。 
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「中１」を読み，「考え名人３点セット」を使って，６年生に伝えたいことを考えよう。 

【伝えるポイント】 
① ６年生に伝える。 
② みりょく よさ 

（洋紙と比べて） 
使い方 
(いつから，何に， 
どのように) 



 ⑴ 教師の範読を聞く。 

 

 

 

 

 

 ⑵ 個人で音読する。 

 

 

 

４ 「中１」に書かれている

内容を読み取る。 

 ⑴ 分からない語や文につ

いて，確認する。 

  ・ 成分 

・ 正倉院 

  ・ 文書 

  ・ 修復 

  ・ いたむ（傷む） 

  ・ 保管 

 

 ⑵ 「中１」に書かれてい

る内容を確認する。 

  （個人→全体） 

 第３段落 

・ 和紙の特徴は，洋紙

とくらべてやぶれにく

いことと，長持ちする

こと 

 第４段落 

  ・ 和紙の繊維は洋紙よ

りとても長い。だか

ら,やぶれにくい。 

 第５段落 

・ 和紙は，洋紙ほど高

い温度にせず，薬品も

あまり使わずに作られ

ている。だから，長持

ちする。 

 第６段落 

  ・ 和紙のよさを実感で

きる事例（正倉院の文

書，世界の博物館や美

術館などでの絵画や手

紙の修復） 

 

 

 

５ ６年生に伝えたい和紙の

魅力（よさ）について，

「考え名人３点セット」を

使って，「根拠」「理由」

〇 自力で音読ができるようにするため，

読めない漢字に印を付けさせる。 

〇 文章中の語や文について，理解できて

いるかを自覚できるように，語や文の理

解が曖昧な箇所に印を付けさせる。 

 

〇 「中１」の内容の大体を捉えることが

できるように，個人で音読させる。 

 

 

 

 

〇 語や文を理解することができるよう

に，学習過程３⑴で印を付けた語や文を

挙げさせ，それについて，説明すること

ができる児童に発表させたり，教師が補

足したりする。 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

〇 内容を理解することができているか自

覚するために，文章から読み取ったこと

を，キーワードや短い文で表現させる。 

全体 

〇 「中１」に書かれている内容を正確に

理解することができるように，全体で確

認させる。 

〇 ６年生に伝える和紙の魅力を「よさ」

に焦点化して考えることができるよう

に，「中１」には，「よさ」が書かれてい

ることを確認させる。 
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「意見」を考える。 

 ⑴ 「根拠」を考える。 

  （個人→全体） 

・ 洋紙とくらべて，

やぶれにくく，長持

ちする。 

  ・ 洋紙と和紙をくらべ

ると，和紙はとても長

いせんいでできてい

る。そのため，和紙

は，洋紙よりもやぶれ

にくい。 

  ・ 和紙を作るときに

は，洋紙ほど高い温度

にすることはなく，薬

品もあまり使わない。

時間がたっても紙の成

分が変化しにくく，そ

の結果，長持ちする。 

 

 

 ⑵ ⑴の「根拠」と，自分

の知っていることを結び

付け，和紙のよさの「理

由」を考える。 

  （全体） 

  ・ おばあちゃんの家の

障子の紙は，和紙でで

きていると聞いた。確

かに，障子の紙は長も

ちして滅多に交換しな

いから，和紙は長持ち

すると思うから。 

  ・ 和紙でちぎり絵をし

たとき，洋紙よりもや

ぶれにくいと感じた。

だから，和紙はやぶれ

にくいと思うから。 

  ・ 布は，繊維の違い

で，ポロシャツみたい

に伸びやすかったり，

基準服みたいに伸びに

くかったりして，特徴

が違う。だから，紙も

繊維の違いで特徴が違

うと思うから。 

 ⑶ 「意見」を考える。 

  （個人→全体→個人） 

  ・ 和紙のよさは，洋紙

とくらべて，やぶれに

くく，長もちすること

です。それは，和紙は

 

 

 

個人 

〇 文章中から，「よさ」について書かれて

いる箇所を見付けることができるよう

に，学習過程１で確認した「伝えるポイ

ント」を基に，「よさ」とは，「洋紙と比

べたよさ」であることを確認させる。 

〇 本文中に書かれている「よさ」が視覚

的に分かるように，「よさ」に関する内容

には直線を引かせる。 

全体 

〇 自分の考えを振り返ったり，新たな視

点をもったりすることができるよう，全

体交流をさせ，クラス全体で考えを共有

する。 

〇 友達の考えを書いたり，自分の考えを

修正したりする際には，自分の考えの変

容を振り返ることができるようにするた

め，赤鉛筆で加筆させる。 

 

〇 文章に書かれている内容を，自分のこ

ととして実感的に理解するために，根拠

を基に，自分の既有知識と生活経験と結

び付けて考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

〇 「６年生に伝える」という目的を意識

し，和紙のよさについて，伝えたいこと

を考えることができるように，板書やワ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ： 「６年生に伝え

る」という目的を

意識し，「考え名

人３点セット」の
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洋紙よりもせんいが長

かったり，おだやかな

かんきょうで作られて

成分が変化しにくかっ

たりするからです。 

  ・ 和紙のよさは，洋紙

とくらべてやぶれにく

く，長もちすることで

す。そのため，1300

年前の正倉院の文書が

残っていたり，世界の

博物館や美術館で絵画

や手紙の修復に使われ

たりしています。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の学習を振り返り，

次時の学習を確認する。 

ークシートに書かれていることを基に，

「根拠」や「理由」の内容を確認させ

る。 

Ｃ： 「根拠」の語や文の中から，学習過

程５⑴で確認した和紙のよさ（直線を

引いた箇所）を選ばせ，その語や文を

使って「意見」を書かせる。 

全体 

〇 友達の意見を聞いて，全員が自分の考

えをもったり，自分の考えを友達と比較

し，深めたりすることができるように，

全体交流をする。 

個人 

〇 自分の考えを明確にしたり，深めたり

することができるように，全体交流での

友達の意見を参考にして，再考させる。 

Ｃ： 自分の考えをもつために，全体交流

での友達の意見の中で，自分の考えと

似ているものを選ばせ，その文を参考

にさせる。 

 

〇 本時の学習を振り返ることができるよ

うに，板書やワークシートを基に，本時

の学習で思ったことや考えたことを，発

表させる。 

〇 次時の学習を確かめることができるよ

うに，単元計画表を示す。 

「根拠」「理由」

「意見」を使いな

がら，和紙のよさ

について，書いて

いる。さらに，

「理由」に書いた

自分の解釈を取り

入れながら，「意

見」を書いてい

る。 

Ｂ： 「６年生に伝え

る」という目的を

意識し，「考え名

人３点セット」の

「根拠」「理由」

「意見」を使いな

がら，和紙のよさ

について，書いて

いる。 

（ワークシート） 
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書
計
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時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
黒
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〈
単
元
計
画
図
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〈
テ
レ
ビ
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世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

 

                      

８ 

し
ょ
う
か
い
文
を
書
く
。 

 

９ 

書
い
た
し
ょ
う
か
い
文
を
、
六
年
生
に 

伝
え
る
。 

学
習
の
ふ
り
返
り
を
す
る
。 

☆
 

和
紙
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て
、 

六
年
生
に
伝
え
よ
う
。 

  

伝
え
る
ポ
イ
ン
ト 

  

① 

六
年
生
に
伝
え
る 

  
 

 
 

 
 

 
 

よ
さ
（
洋
紙
と
く
ら
べ
て
） 

 
 

 

② 

み
り
ょ
く 

 
 

 
 

（
い
つ
か
ら 

使
い
方 

何
に 

 

ど
の
よ
う
に
） 

 

１ 
 

六
年
生
に
伝
え
た
い
和
紙
の 

み
り
ょ
く
に
つ
い
て
考
え
る
。 

 

２ 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、 

 
 

「
初
め
」「
中
」
「
終
わ
り
」
に
分
け
る
。 

  
３ 
「
初
め
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

４ 

「
中
１
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

５ 

「
中
２
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

６ 

「
終
わ
り
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

７ 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、 

 
 

六
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

毎
時
間
の
冒
頭
部
分

で
確
か
め
さ
せ
る
。 

学
習
過
程
１

で
、「
考
え
名

人
３
点
セ
ッ

ト
」
に
つ
い

て
想
起
す
る

た

め

に

示

す
。 

 
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
④ 

め
あ
て 

 
 

「
中
１
」
を
読
み
、「
考
え
名
人
３
点
セ
ッ
ト
」
を
使
っ
て
、 

六
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
よ
う
。 

 

考
え
名
人
３
点
セ
ッ
ト 

 

    

                   
 

 
 

           

・ 
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家 

の
し
ょ
う
じ
は
、
和
紙 

で
で
き
て
い
る
と
聞
い 

た
。
た
し
か
に
、
し
ょ 

う
じ
の
紙
は
長
も
ち
し 

て
め
っ
た
に
交
か
ん
し 

な
い
か
ら
、
和
紙
は
長 

も
ち
す
る
と
思
う
か 

ら
。 

・ 

和
紙
で
ち
ぎ
り
絵
を 

し
た
と
き
、
洋
紙
よ
り 

も
や
ぶ
れ
に
く
い
と
じ 

た
。
だ
か
ら
、
和
紙
や 

ぶ
れ
に
く
い
と
思
う
か 

ら
。 

・ 

布
は
、
せ
ん
い
の
ち 

が
い
で
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ 

み
た
い
に
の
び
や
す
か 

っ
た
り
、
き
じ
ゅ
ん
服 

み
た
い
に
の
び
に
く
か 

っ
た
り
し
て
、
と
く
ち 

ょ
う
が
ち
が
う
。
だ
か 

ら
、
紙
も
せ
ん
い
の
ち 

が
い
で
と
く
ち
ょ
う
が 

ち
が
う
と
思
う
か
ら
。 

六
年
生
に
伝
え
た
い
和
紙
の
よ
さ
は
、 

 
 

・ 

和
紙
の
よ
さ
は
、（
洋
紙
と
く
ら
べ
て
、
や
ぶ
れ
に

く
く
、
長
も
ち
す
る
こ
と
）
で
す
。 

そ
れ
は
、（
和
紙
は
洋
紙
よ
り
も
せ
ん
い
が
長
か
っ

た
り
、
お
だ
や
か
な
か
ん
き
ょ
う
で
作
ら
れ
て
成
分
が

変
化
し
に
く
か
っ
た
り
す
る
）
か
ら
で
す
。 

そ
の
た
め
、（
千
三
百
年
前
の
正
倉
院
の
文
書
が
残

っ
て
い
た
り
、
世
界
の
博
物
館
や
美
術
館
で
絵
画
や
手

紙
の
修
復
に
使
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
）。 

                    

教
科
書
の
「
中
１
」

を
拡
大
し
た
も
の
を

黒
板
に
貼
る
。 

 

余
白
部
分
に
、
文
章

か
ら
読
み
取
っ
た
こ

と
を
、
キ
ー
ワ
ー
ド

や
短
い
文
で
書
き
表

さ
せ
る
。 

 

児
童
が
選
ん
だ
語
や

文
に
線
を
引
か
せ

る
。
（
「
よ
さ
」
に
直

線
） 

何
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
か

を
、
児
童
が
確
認
し
や
す
い

よ
う
に
、
板
書
と
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
の
形
式
を
統
一
す
る
。 

根
拠
（
ど
こ
か
ら
） 

意
見 

（
伝
え
た
い
） 

理
由
（
ど
う
し
て
） 

学
習
過
程
５
⑶
で
「
意

見
」
を
書
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、（ 

）
の
中
を

考
え
さ
せ
る
。 



〈第５時〉 

⑴ 本時の目標 

 ○ 「和紙の魅力について，６年生に伝える」という目的を意識して，「世界にほこる和紙」の「中

２」の中心となる語や文を見付け，短い文にまとめることができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

 

⑶ 本時の学習過程 

観点 評価規準 具体的な児童の姿 

思考・判断・表現 

「和紙の魅力について，

６年生に伝える」という目

的を意識して，「世界にほ

こる和紙」の「中２」の中

心となる語や文を見付け，

短く文にまとめることがで

きる。 

 「６年生に伝える」という目的を意識し，「考

え名人３点セット」の「根拠」「理由」「意見」

を使いながら，和紙の使い方について，書いて

いる。 

学習活動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する児童への支援） 
評価規準・評価方法 

１ 前時までの学習を振り返

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを知る。 

 

 

 

 

 

３ 「世界にほこる和紙」の

「中２」を読む。 

 ⑴ 教師の範読を聞く。 

 

 

 

 

 

 ⑵ 個人で音読する。 

 

 

 

〇 読む目的を意識できるように，第１時

に考えた「伝えるポイント」の掲示を示

し，その内容を確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 単元の見通しをもつことができるよう

に，単元計画表を示し，本時の学習の位

置付けやめあてについて確認させる。 

 

 

 

 

 

〇 自力で音読ができるようにするため，

読めない漢字に印を付けさせる。 

〇 文章中の語や文について，理解できて

いるかを自覚できるように，語や文の理

解が曖昧な箇所に印を付けさせる。 

 

〇 「中２」の内容の大体を捉えることが

できるように，個人で音読させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「中２」を読み，「考え名人３点セット」を使って，６年生に伝えたいことを考えよう。 

【伝えるポイント】 
① ６年生に伝える。 
② みりょく よさ 

（洋紙と比べて） 
使い方 
(いつから，何に， 
どのように) 
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４ 「中２」に書かれている

内容を読み取る。 

 ⑴ 分からない語や文につ

いて，確認する。 

  ・ さかんに 

  ・ 風合い 

・ 短歌 

 

 ⑵ 「中２」に書かれてい

る内容を確認する。 

  （個人→全体） 

 第７段落 

〇 ヨーロッパの国々 

・ 昔…人の手で紙が

作られていた 

・ 今…紙を作る場所

は，一か国

に，一，二か

所ぐらい 

〇 日本 

・ 人の手で和紙を作

っている所が，今

も，二百か所ある。 

・ 自分の気持ちを表

す方法の一つとし

て，和紙を選んで使

ってきた。 

 第８段落 

  ・ 平安時代の短歌や，

現在でも手紙を書くた

めの便せんに，和紙が

使われている。 

・ 受け取る相手や伝え

たい気持ちに合わせ

て，和紙を選ぶ。 

 第９段落 

・ 筆者は，和紙の名刺

やお年玉の袋を使って

いる。 

・ 相手との出会いを大

切にする気持ちや，よ

り喜んでもらいたいと

いう思いから，和紙を

選ぶ。 

 

 

 

 

 

〇 語や文を理解することができるよう

に，学習過程３⑴で印を付けた語や文を

挙げさせ，それについて，説明すること

ができる児童に発表させたり，教師が補

足したりする。 

 

 

 

 

個人 

〇 内容を理解することができているかを

自覚することができるよう，文章から読

み取ったことを，キーワードや短い文で

表現させる。 

 

全体 

〇 「中２」に書かれている内容を正確に

理解することができるように，全体で確

認させる。 

〇 ６年生に伝える和紙の魅力を「使い

方」に焦点化して考えることができるよ

うに，「中２」には，「使い方」が書かれ

ていることを確認させる。 
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５ ６年生に伝えたい和紙の

魅力（使い方）について，

「考え名人３点セット」を

使って，「根拠」「理由」

「意見」を考える。 

 ⑴ 「根拠」を考える。 

  （個人→全体） 

・ 自分の気持ちを表す

方法の一つとして，和

紙を選んで使ってき

た。 

  ・ 平安時代，短歌を書

くときには，美しくか

ざられたきれいな和紙

が使われていた。 

  ・ 手紙を書くための便

せんにも，和紙ででき

たものがある。 

  ・ 受け取る相手や伝え

たい気持ちに合わせ

て，和紙を選ぶ。 

  ・ 自分のことをしょう

かいするめいしにも，

和紙が使われている。 

  ・ わたした相手との出

会いを大切にしている

気持ちを表している。 

  ・ お年玉をあげるとき

にも，和紙のふくろを

使う。 

  ・ よりよろこんでもら

いたいという思いか

ら，ぬくもりのある和

紙を選ぶ。 

 

 ⑵ 和紙の使い方につい

て，⑴の「根拠」と，自

分の知っていることを結

び付け，「理由」を考え

る。 

  （個人→全体→個人→全

体） 

  ・ 絵手紙クラブで作っ

た，和紙を使った作品

をお母さんにあげた

ら，「すてきだね」と

喜んでもらえた。だか

 

 

 

 

 

 

 

個人 

〇 文章中から，「使い方」について書かれ

ている箇所を見付けることができるよう

に，学習過程１で確認した「伝えるポイ

ント」を基に，「いつから」「何に」「どの

ように」使われているのかに着目して文

章を読ませる。 

〇 本文中に書かれている「使い方」が視

覚的に分かるように，「使い方」に関する

内容には波線を引かせる。 

 

全体 

〇 自分の考えを振り返ったり，新たな視

点をもったりすることができるよう，全

体交流をさせ，クラス全体で考えを共有

する。 

〇 友達の考えを書いたり，自分の考えを

修正したりする際には，自分の考えの変

容を振り返ることができるようにするた

め，赤鉛筆で加筆させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

〇 文章に書かれている内容を，自分のこ

ととして実感的に理解するために，根拠

を基に，自分の既有知識と生活経験と結

び付けて考えさせる。 
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ら，相手の出会いを大

切にしたいときや，も

っと喜んでもらいたい

ときに，和紙を使うの

は，いいことだな，と

思うから。 

  ・ 先生に見せてもらっ

た和紙には，いろいろ

な色や模様のものがあ

って，和紙ってきれい

だな，と思った。だか

ら，相手の好きな色や

飾りの和紙に手紙を書

いたら，相手も喜んで

くれるんじゃないか

な，と思うから。 

  ・ 和紙の実物を触って

みると，普段使ってい

るノート（洋紙）に比

べて，温かい感じがし

た。だから，ぬくもり

のある和紙で作られた

袋でお年玉をもらった

ら，確かに，もっと嬉

しい気持ちになるだろ

うな，と思ったから。 

  ・ 図工でメッセージカ

ードを作るとき，画用

紙の色や形，しかけを

工夫した。だから，和

紙を選んで，自分の気

持ちを伝えるのもいい

な，と思うから。 

 

 ⑶ 「意見」を考える。 

  （個人→全体） 

  ・ 和紙は，自分の気持

ちを表す方法の一つと

して，使われてきまし

た。例えば，平安時代

には，短歌を書くとき

にきれいな和紙が使わ

れ，現在でも，手紙を

書くときに，和紙の便

せんが使われていま

す。このように，受け

取る相手や伝えたい気

全体 

〇 「根拠」と自分の知っていることを結

び付けた「理由」を，初めて考えるた

め，全員が自分の考えをもつことができ

るように，児童に発表させる。その上

で，その意見を参考にし，再考させる。 

 

個人 

〇 自分の考えを明確にしたり，深めたり

することができるように，全体交流での

友達の意見を参考にして，再考させ，ワ

ークシートに記述させる。 

Ｃ： 自分の考えをもつために，和紙の実

物を触らせたり，和紙で作られた便せ

んを見せたりして，感じたことを基に

考えさせる。 

 

全体 

〇 自分の考えを振り返ったり，自分の考

えを友達と比較し，深めたりすることが

できるよう，ワークシートに記述した

「理由」を発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

〇 「６年生に伝える」という目的を意識

し，和紙の使い方について，伝えたいこ

とを考えることができるように，板書や

ワークシートに書かれていることを基

に，「根拠」や「理由」の内容を確認させ

る。 

Ｃ： 「根拠」の語や文の中から，学習過

程５⑴で確認した和紙の使い方（波線

を引いた箇所）を選ばせ，その語や文

を使って「意見」を書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ： 「６年生に伝え

る」という目的を

意識し，「考え名

人３点セット」の

「根拠」「理由」

「意見」を使いな

がら，和紙の使い

方について，書い

ている。さらに，

「理由」に書いた

自分の解釈を取り
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持ちに合わせて，和紙

を選んで使うことがで

きます。 

  ・ 和紙は，自分の気持

ちを表す方法の一つと

して，使われてきまし

た。例えば，自分のこ

とを紹介する名刺や，

お年玉袋にも使われて

います。わたした相手

との出会いを大切にす

る気持ちや，よりよろ

こんでもらいたいとい

う思いから，和紙を選

んで使うことができま

す。 

 

６ 本時の学習を振り返り，

次時の学習を確認する。 

全体 

〇 友達の意見を聞いて，自分の考えを友

達と比較し，深めることができるよう

に，ワークシートに記述した「意見」を

発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 本時の学習を振り返ることができるよ

うに，板書やワークシートを基に，本時

の学習で思ったことや考えたことを，発

表させる。 

〇 次時の学習を確かめることができるよ

うに，単元計画表を示す。 

入れながら，「意

見」を書いてい

る。 

Ｂ： 「６年生に伝え

る」という目的を

意識し，「考え名

人３点セット」の

「根拠」「理由」

「意見」を使いな

がら，和紙の使い

方について，書い

ている。 

（ワークシート） 
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板
書
計
画 

第
五
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
黒
板
横
〉 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

〈
単
元
計
画
図
〉 

                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

 

                      

８ 

し
ょ
う
か
い
文
を
書
く
。 

 

９ 

書
い
た
し
ょ
う
か
い
文
を
、
六
年
生
に 

伝
え
る
。 

学
習
の
ふ
り
返
り
を
す
る
。 

☆
 

和
紙
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て
、 

六
年
生
に
伝
え
よ
う
。 

  

伝
え
る
ポ
イ
ン
ト 

  

① 

六
年
生
に
伝
え
る 

  
 

 
 

 
 

 
 

よ
さ
（
洋
紙
と
く
ら
べ
て
） 

 
 

 

② 

み
り
ょ
く 

 
 

 
 

（
い
つ
か
ら 

使
い
方 

何
に 

 

ど
の
よ
う
に
） 

１ 
 

六
年
生
に
伝
え
た
い
和
紙
の 

み
り
ょ
く
に
つ
い
て
考
え
る
。 

 

２ 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、 

 
 

「
初
め
」「
中
」
「
終
わ
り
」
に
分
け
る
。 

  
３ 
「
初
め
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

４ 

「
中
１
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

５ 

「
中
２
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

６ 

「
終
わ
り
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

７ 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、 

 
 

六
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

毎
時
間
の
冒
頭
部
分

で
確
か
め
さ
せ
る
。 

 

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
⑤ 

め
あ
て 

 
 

「
中
２
」
を
読
み
、「
考
え
名
人
３
点
セ
ッ
ト
」
を
使
っ
て
、 

六
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
よ
う
。 

 

考
え
名
人
３
点
セ
ッ
ト 

 

    

                   
 

 
 

           

・ 
絵
手
紙
ク
ラ
ブ
で
作
っ 

た
、
和
紙
を
使
っ
た
作
品
を 

母
さ
ん
に
あ
げ
た
ら
、「
す 

て
き
だ
ね
」
と
よ
ろ
こ
ん
で 

も
ら
え
た
。
だ
か
ら
、
相
手 

の
出
会
い
を
大
切
に
し
た
い 

と
き
や
、
も
っ
と
よ
ろ
こ
ん 

で
も
ら
い
た
い
と
き
に
、
和 

紙
を
使
う
の
は
、
い
い
こ
と 

だ
な
、
と
思
っ
た
か
ら
。 

 ・ 

先
生
に
見
せ
て
も
ら
っ
た 

和
紙
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
色 

や
も
よ
う
の
も
の
が
あ
っ 

て
、
和
紙
っ
て
き
れ
い
だ 

な
、
と
思
っ
た
。
だ
か 

ら
、
相
手
の
好
き
な
色
や
か 

ざ
り
の
和
紙
に
手
紙
を
書
い 

た
ら
、
相
手
も
よ
ろ
こ
ん
で 

く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、 

と
思
う
か
ら
。 

 ・ 

和
紙
の
実
物
を
さ
わ
っ
て 

み
る
と
、
ふ
だ
ん
使
っ
て
い 

る
ノ
ー
ト
に
く
ら
べ
て
、 

温
か
い
感
じ
が
し
た
。
だ 

か
ら
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
和 

紙
で
作
ら
れ
た
ふ
く
ろ
で
お 

年
玉
を
も
ら
っ
た
ら
、
た
し 

か
に
、
も
っ
と
う
れ
し
い
気 

持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
な
、
と 

思
っ
た
か
ら
。 

六
年
生
に
伝
え
た
い
和
紙
の
使
い
方 

  

・ 

和
紙
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
表
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
使 

わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
平
安
時
代
に
は
、
短
歌
を
書
く
と
き
に
き
れ
い
な 

和
紙
が
使
わ
れ
、
現
在
で
も
、
手
紙
を
書
く
と
き
に
、
和
紙
の
便

せ
ん
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
受
け
取
る
相
手
や
伝

え
た
い
気
持
ち
に
合
わ
せ
て
、
和
紙
を
選
ん
で
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

  

・ 

和
紙
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
表
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
使 

わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
自
分
の
こ
と
を
し
ょ
う
か
い
す
る
め
い
し
や
、
お 

年
玉
ぶ
く
ろ
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
相
手
と
の
出
会

い
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
や
、
よ
り
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
和
紙
を
選
ん
で
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

                  

教
科
書
の
「
中
２
」

を
拡
大
し
た
も
の
を

黒
板
に
貼
る
。 

 

余
白
部
分
に
、
文
章

か
ら
読
み
取
っ
た
こ

と
を
、
キ
ー
ワ
ー
ド

や
短
い
文
で
書
き
表

さ
せ
る
。 

 

児
童
が
選
ん
だ
語
や

文
に
線
を
引
か
せ

る
。
（
「
使
い
方
」
に

波
線
） 

何
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
か

を
、
児
童
が
確
認
し
や
す
い

よ
う
に
、
板
書
と
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
の
形
式
を
統
一
す
る
。 

根
拠
（
ど
こ
か
ら
） 

意
見 

（
伝
え
た
い
） 

理
由
（
ど
う
し
て
） 
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〈第６時〉 

⑴ 本時の目標 

 ○ 「和紙の魅力について，６年生に伝える」という目的を意識して，「世界にほこる和紙」の「終わ

り」の中心となる語や文を見付け，短い文にまとめることができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

 

⑶ 本時の学習過程 

観点 評価規準 具体的な児童の姿 

思考・判断・表現 

「和紙の魅力について，

６年生に伝える」という目

的を意識して，「世界にほ

こる和紙」の「終わり」の

中心となる語や文を見付

け，短い文にまとめること

ができる。 

 「６年生に伝える」という目的を意識し，「考

え名人３点セット」の「根拠」「理由」「意見」

を使いながら，自分が選んだ和紙の魅力（よ

さ，または，使い方）について，書いている。 

学習活動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する児童への支援） 
評価規準・評価方法 

１ 前時までの学習を振り返

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「世界にほこる和紙」の

「終わり」の教師の範読を

聞く。 

 ⑴ 教師の範読を聞く。 

 

 

 

 

 

 

〇 読む目的を意識できるように，第１時

に考えた「伝えるポイント」の掲示を示

し，その内容を確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 単元の見通しをもつことができるよう

に，単元計画表を示し，本時の学習の位

置付けやめあてについて確認させる。 

 

 

〇 「考え名人３点セット」を使って，６

年生に伝えたいことを自力で考えること

ができるように，本時の学習では，和紙

の魅力を「よさ」または，「使い方」のど

ちらかを選び，自分が選んだ和紙の魅力

について考えることを説明する。 

 

 

 

 

〇 自力で音読ができるようにするため，

読めない漢字に印を付けさせる。 

〇 文章中の語や文について，理解できて

いるかを自覚できるように，語や文の理

解が曖昧な箇所に印を付けさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「終わり」を読み，「考え名人３点セット」を使って，６年生に伝えたいことを考えよう。 

【伝えるポイント】 
① ６年生に伝える。 
② みりょく よさ 

（洋紙と比べて） 
使い方 
(いつから，何に， 
どのように) 
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 ⑵ 個人で音読する。 

 

 

４ ６年生に伝えたい和紙の

魅力について，「考え名人

３点セット」を使って，

「根拠」「理由」「意見」を

考える。 

 ⑴ 「根拠」を考える。 

  （個人→全体） 

  よさ 

  ・ 和紙のもつよさによ

って，長い間，和紙は

作られ，様々なところ

で使われ続けてきた。 

  ・ 和紙を作るぎじゅつ

は，世界にほこれる無

形文化遺産になった。 

 使い方 

・ 使う紙を選ぶわたし

たちの気持ちによっ

て，長い間，和紙は作

られ，さまざまなとこ

ろで使われ続けてき

た。 

・ 美しくかざりたいと

思ったり，相手によろ

こんでもらいたいと考

えたりして，紙を選ぶ

ことは，とてもすてき

なこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 「終わり」の内容の大体を捉えること

ができるように，個人で音読させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人（本時では，「よさ」と「使い方」の両

方を考えさせる。） 

〇 内容を理解することができているかを

自覚することができるよう，文章から読

み取ったことを，キーワードや短い文で

表現させる。 

〇 文章中から，「よさ」について書かれて

いる箇所を見付けることができるよう

に，学習過程１で確認した「伝えるポイ

ント」を基に，「よさ」とは，「洋紙と比

べたよさ」であることを確認させる。 

〇 文章中から，「使い方」について書かれ

ている箇所を見付けることができるよう

に，学習過程１で確認した「伝えるポイ

ント」を基に，「いつから」「何に」「どの

ように」使われているのかに着目して文

章を読ませる。 

〇 本文中に書かれている「よさ」「使い

方」が視覚的に分かるように，「よさ」に

関する内容に直線，「使い方」に関する内

容には波線を引かせる。 

Ｃ： 自分の考えをもつために，「初め」の

段落で記述したワークシート（第３

時）を基に，「よさ」と「使い方」を振

り返らせ，「終わり」と内容が類似して

いる箇所がないか見付けさせる。 

 

全体 

〇 友達の考えを書いたり，自分の考えを

修正したりする際には，自分の考えの変

容を振り返ることができるようにするた

め，赤鉛筆で加筆させる。 

〇 ６年生に伝える和紙の魅力を「よさ」

または，「使い方」のどちらかに焦点化し

て考えることができるように，まず，ワ

ークシートの「６年生に伝える和紙のみ

りょく（よさ・使い方）」のうち「よさ」

または，「使い方」のどちらかを選ばせ，

自分が選んだ方に丸を付けさせる。 
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 ⑵ ⑴の「根拠」と，自分

の知っていることを結び

付け，自分が選んだ和紙

の魅力（よさ，または，

使い方）を伝えたい「理

由」を考える。 

  （個人→全体） 

  よさ 

  ・ 中１を読んだとき

に，和紙のよさを実感

できる事例の中に，約

1300年前の文書が正

倉院に残っているとい

うことがあった。この

ようなやぶれにくく，

長持ちするというよさ

があるから，長い間，

和紙は使われてきたと

分かったから。 

  ・ 中１を読んだときに，

友達が和紙をやぶって

みたら，洋紙に比べて

なかなかやぶれなかっ

たと聞いた。そのとき，

それだけやぶれにくか

ったら，長い間，使われ

ていくだろうなあ，と

思ったから。 

 

  使い方 

  ・ 中２を読んだとき

に，受け取る相手や伝

えたい気持ちに合わせ

て，平安時代には短歌

を書くときに使われて

いたり，今でも，便せ

ん，名刺，お年玉袋に

和紙が使われていたり

すると知った。このこ

とから，使う紙を選ぶ

気持ちによって，さま

ざまなところで和紙が

使われてきたのは，本

当なんだなあ，と思っ

たから。 

  ・ 中２を読んだとき

に，友達が和紙で絵手

紙を書いて，それをお

母さんにあげたら，よ

ろこんでもらえたと聞

 

 

 

 

 

 

 

個人 

〇 文章に書かれている内容を，自分のこ

ととして実感を伴った理解になるよう

に，根拠を基に，自分の既有知識と生活

経験と結び付けて考えさせる。 

Ｃ： 自分の考えをもつために，「よさ」を

選んだ児童には，「中１」の段落，ま

た，「使い方」を選んだ児童には，「中

２」の段落で記述したワークシート

（第４時，第５時）を基に，学習した

ことを振り返らせる。その内容と，「終

わり」に書かれていることで関連付け

られる箇所がないかを見付けさせる。 

 

全体 

〇 自分が「よさ」まはた，「使い方」のど

ちらについて考えたかを明確にすること

ができるように，「よさ」を考えた児童に

はピンクの付箋，「使い方」を考えた児童

には水色の付箋を机上に貼らせて，確認

させる。 

〇 自分の考えを振り返ったり，新たな視

点をもったりすることができるよう，ワ

ークシートに記述した「理由」を発表さ

せる。 
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いた。そのとき，相手

に喜んでもらいたいと

考えて紙を選ぶのは，

すてきなことだと，わ

たしも思ったから。 

 

⑶ 「意見」を考える。 

  （個人→全体） 

  よさ 

  ・ 和紙には，やぶれに

くく，長もちするとい

うよさがあるので，長

い間，和紙は作られ，

様々なところで使われ

続けてきました。そし

て，和紙を作るぎじゅ

つは，世界にほこれる

無形文化遺産になりま

した。 

使い方 

・ 相手や伝えたい気持

ちによって，使う紙を

選ぶことができます。

この紙を選ぶ気持ちが

あるから，長い間，和

紙は作られ，さまざま

なところで使われ続け

てきました。いつも同

じものを使うのではな

く，美しくかざりたい

と思ったり，相手によ

ろこんでもらいたいと

考えたりして，紙を選

ぶことは，とてもすて

きなことです。 

 

 

５ 本時の学習を振り返り，

次時の学習を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

〇 「６年生に伝える」という目的を意識

し，和紙の魅力について，自分の考えを

もつために，板書やワークシートに書か

れていることを基に，「根拠」や「理由」

の内容を確認させる。 

Ｃ： 「根拠」の語や文の中から，学習過

程４⑴で確認した和紙の魅力（直線ま

たは，波線を引いた箇所）を選ばせ，

その語や文を使って「意見」を書かせ

る。 

 

全体 

〇 友達の意見を聞いて，自分の考えを友

達と比較し，深めることができるよう

に，ワークシートに記述した「意見」を

発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 本時の学習を振り返ることができるよ

うに，板書やワークシートを基に，本時

の学習で思ったことや考えたことを，発

表させる。 

〇 次時の学習を確かめることができるよ

うに，単元計画表を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ： 「６年生に伝え

る」という目的を

意識し，「考え名

人３点セット」の

「根拠」「理由」

「意見」を使いな

がら，自分が選ん

だ和紙の魅力（よ

さ，または，使い

方）について，書

いている。さら

に，「理由」に書

いた自分の解釈を

取り入れながら，

「意見」を書いて

いる。 

Ｂ： 「６年生に伝え

る」という目的を

意識し，「考え名

人３点セット」の

「根拠」「理由」

「意見」を使いな

がら，自分が選ん

だ和紙の魅力（よ

さ，または，使い

方）について，書

いている。 

（ワークシート） 
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板
書
計
画 

第
六
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
黒
板
横
〉 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

〈
単
元
計
画
図
〉 

                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

 

                      

８ 

し
ょ
う
か
い
文
を
書
く
。 

 

９ 

書
い
た
し
ょ
う
か
い
文
を
、
六
年
生
に 

伝
え
る
。 

学
習
の
ふ
り
返
り
を
す
る
。 

☆
 

和
紙
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て
、 

六
年
生
に
伝
え
よ
う
。 

  

伝
え
る
ポ
イ
ン
ト 

  

① 

六
年
生
に
伝
え
る 

  
 

 
 

 
 

 
 

よ
さ
（
洋
紙
と
く
ら
べ
て
） 

 
 

 

② 

み
り
ょ
く 

 
 

 
 

（
い
つ
か
ら 

使
い
方 

何
に 

 

ど
の
よ
う
に
） 

１ 
 

六
年
生
に
伝
え
た
い
和
紙
の 

み
り
ょ
く
に
つ
い
て
考
え
る
。 

 

２ 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、 

 
 

「
初
め
」「
中
」
「
終
わ
り
」
に
分
け
る
。 

  
３ 
「
初
め
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

４ 

「
中
１
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

５ 

「
中
２
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

６ 

「
終
わ
り
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

７ 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、 

 
 

六
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

毎
時
間
の
冒
頭
部
分

で
確
か
め
さ
せ
る
。 

 

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
⑥ 

め
あ
て 

 
 

「
終
わ
り
」
を
読
み
、「
考
え
名
人
３
点
セ
ッ
ト
」
を
使
っ
て
、 

六
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
よ
う
。 

 

考
え
名
人
３
点
セ
ッ
ト 

 

    

                   
 

 
 

           

よ
さ 

・ 

中
１
を
読
ん
だ
と
き
に
、
和
紙 

の
よ
さ
を
実
感
で
き
る
事
例
の
中 

に
、
約
千
三
百
年
前
の
文
書
が
正 

倉
院
に
の
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ 

と
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
や
ぶ 

れ
に
く
く
、
長
も
ち
す
る
と
い
う 

よ
さ
が
あ
る
か
ら
、
長
い
間
、
和 

紙
は
使
わ
れ
て
き
た
と
分
か
っ
た 

か
ら
。 

・ 

中
１
を
読
ん
だ
と
き
に
、
友
達
が 

和
紙
を
や
ぶ
っ
て
み
た
ら
、
洋
紙 

に
比
べ
て
な
か
な
か
や
ぶ
れ
な
か 

っ
た
と
聞
い
た
。
そ
の
と
き
、
そ 

れ
だ
け
や
ぶ
れ
に
く
か
っ
た
ら
、 

長
い
間
、
使
わ
れ
て
い
く
だ
ろ
う 

な
あ
、
と
思
っ
た
か
ら
。 

  

よ
さ 

 
 

・ 

和
紙
に
は
、
や
ぶ
れ
に
く
く
、
長
も
ち
す
る
と
い
う
よ
さ
が
あ
る

の
で
、
長
い
間
、
和
紙
は
作
ら
れ
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
続
け

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
和
紙
を
作
る
ぎ
じ
ゅ
つ
は
、
世
界
に
ほ
こ

れ
る
無
形
文
化
遺
産
に
な
り
ま
し
た
。 

                  

教
科
書
の
「
終
わ
り
」

を
拡
大
し
た
も
の
を

黒
板
に
貼
る
。 

 

余
白
部
分
に
、
文
章

か
ら
読
み
取
っ
た
こ

と
を
、
キ
ー
ワ
ー
ド

や
短
い
文
で
書
き
表

さ
せ
る
。 

 

児
童
が
選
ん
だ
語
や

文
に
線
を
引
か
せ

る
。
（
「
よ
さ
」
は
直

線
、「
使
い
方
」
は
波

線
） 

何
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
か

を
、
児
童
が
確
認
し
や
す
い

よ
う
に
、
板
書
と
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
の
形
式
を
統
一
す
る
。 

根
拠
（
ど
こ
か
ら
） 

意
見 

（
伝
え
た
い
） 

理
由
（
ど
う
し
て
） 

使
い
方 

・ 

中
２
を
読
ん
だ
と
き
に
、
受
け 

取
る
相
手
や
伝
え
た
い
気
持
ち
に 

合
わ
せ
て
、
平
安
時
代
に
は
短
歌 

を
書
く
と
き
に
使
わ
れ
て
い
た 

り
、
今
で
も
、
便
せ
ん
、
め
い 

し
、
お
年
玉
ぶ
く
ろ
に
和
紙
が
使 

わ
れ
て
い
た
り
す
る
と
知
っ
た
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
使
う
紙
を
選
ぶ 

気
持
ち
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な 

と
こ
ろ
で
和
紙
が
使
わ
れ
て
き
た 

の
は
、
本
当
な
ん
だ
な
あ
、
と
思 

っ
た
か
ら
。 

・ 

中
２
を
読
ん
だ
と
き
に
、
友
達
が 

和
紙
で
絵
手
紙
を
書
い
て
、
そ
れ
を 

お
母
さ
ん
に
あ
げ
た
ら
、
よ
ろ
こ
ん 

で
も
ら
え
た
と
聞
い
た
。
そ
の
と 

き
、
相
手
に
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
い
た 

い
と
考
え
て
紙
を
選
ぶ
の
は
、
す
て 

き
な
こ
と
だ
と
、
わ
た
し
も
思
っ
た 

か
ら
。 

  

使
い
方 ・ 

相
手
や
伝
え
た
い
気
持
ち
に
よ
っ
て
、
使
う
紙
を
選
ぶ
こ
と 

が
で
き
ま
す
。
こ
の
紙
を
選
ぶ
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
、
長
い
間
、

和
紙
は
作
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
続
け
て
き
ま
し

た
。
い
つ
も
同
じ
も
の
を
使
う
の
で
は
な
く
、
美
し
く
か
ざ
り
た

い
と
思
っ
た
り
、
相
手
に
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
た
り

し
て
、
紙
を
選
ぶ
こ
と
は
、
と
て
も
す
て
き
な
こ
と
で
す
。 

板
書
の
「
よ
さ
」「
使
い
方
」
の
短
冊
の
色

と
、
児
童
の
机
上
に
貼
る
付
箋
の
色
を
統
一

す
る
。 

（「
よ
さ
」
は
ピ
ン
ク
、「
使
い
方
」
は
水
色
） 

34 

 

 



〈第７時〉 

⑴ 本時の目標 

 ○ 「和紙の魅力について，６年生に伝える」という目的を意識して，「世界にほこる和紙」の中心と

なる語や文を見付け，短い文にまとめることができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

 

⑶ 本時の学習過程 

観点 評価規準 具体的な児童の姿 

思考・判断・表現 

「和紙の魅力について，

６年生に伝える」という目

的を意識して，「世界にほ

こる和紙」の中心となる語

や文を見付け，短い文にま

とめることができる。 

 「６年生に伝える」という目的を意識し，和

紙の魅力（よさ，または，使い方）について，

「考え名人３点セット」の「根拠」「理由」「意

見」を使いながら，文章全体から，自分の伝え

たいことを選んで，書いている。 

学習活動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する児童への支援） 
評価規準・評価方法 

１ 前時までの学習を振り返

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを知る。 

 

 

 

 

 

３ ６年生に伝えたい和紙の

魅力について，「考え名人

３点セット」を使って，

「根拠」「理由」「意見」を

考える。 

 ⑴ 「根拠」を考える。 

  （個人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 読む目的を意識できるように，第１時

に考えた「伝えるポイント」の掲示を示

し，その内容を確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 単元の見通しをもつことができるよう

に，単元計画表を示し，本時の学習の位

置付けやめあてについて確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 ＩＣＴ機器（実物投影機）を活用し

て，ワークシートを提示することで，ワ

ークシートの記述の仕方を確認させる。 

〇 六年生に伝えたい和紙の魅力を「よ

さ」または，「使い方」のどちらかに焦点

化して考えることができるように，ま

ず，「よさ」と「使い方」のどちらかを選

ばせる。さらに，自分の選んだ和紙の魅

力は，「初め」「中１」「中２」「終わり」

のどの段落に書かれているかを確認させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「世界にほこる和紙」を読み，「考え名人３点セット」を使って，６年生に伝えたいことを考えよう。 

【伝えるポイント】 
① ６年生に伝える。 
② みりょく よさ 

（洋紙と比べて） 
使い方 
(いつから，何に， 
どのように) 
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 ⑵ ⑴の「根拠」と，自分

の知っていることを結び

付け，自分が選んだ和紙

の魅力（よさ，または，

使い方）を伝えたい「理

由」を考える。 

  （個人） 

 

⑶ 「意見」を考える。 

  （個人→全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 「根拠」（文章中に書かれていること）

を基に，和紙の魅力について伝えたいこ

とを考えることができるように，自分が

選んだ魅力が書かれている段落を一つに

絞り，その段落の中から「根拠」となる

語や文を選ばせる。（ただし，段落を二つ

以上組み合わせてもよいこととする。） 

Ｃ： 板書を基に，第３時から第６時の学

習を振り返らせ，まず，自分が選んだ

和紙の魅力の内容が書かれているの

は，どの段落なのかを一緒に確認し，

「よさ」または，「使い方」の中から，

伝えたいことを選ばせる。 

 

〇 文章に書かれている内容を，自分のこ

ととして実感を伴った理解になるよう

に，根拠を基に，自分の既有知識と生活

経験と結び付けて考えさせる。 

Ｃ： 第３時から第６時のワークシートに

記述した「理由」を振り返らせ，その

記述を参考にし，再思考させる。 

 

 

 

個人 

〇 「６年生に伝える」という目的を意識

し，和紙の魅力について，自分の考えを

もつために，板書やワークシートに書か

れていることを基に，「根拠」や「理由」

の内容を確認させる。 

Ｃ： 「根拠」の語や文の中から，学習過

程３⑴で選んだ和紙の魅力の「根拠」

となる語や文を使って「意見」を書か

せる。 

 

全体 

〇 友達の意見を聞いて，自分の考えと友

達の意見の共通点や相違点を比較し，考

えを深めることができるように，「意

見」を発表させる際には，記述したワー

クシートを実物投影機に映す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ： 「６年生に伝え

る」という目的を

意識し，和紙の魅

力（よさ，また

は，使い方）につ

いて，「考え名人

３点セット」の

「根拠」「理由」

「意見」を使いな

がら，文章全体か

ら，自分の伝えた

いことを選んで，

書いている。さら

に，「理由」に書

いた自分の解釈を

取り入れて，「意

見」を書いてい

る。 

Ｂ： 「６年生に伝え

る」という目的を

意識し，和紙の魅

力（よさ，また

は，使い方）につ

いて，「考え名人

３点セット」の
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４ 本時の学習を振り返り，

次時の学習を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 本時の学習を振り返ることができるよ

うに，板書やワークシートを基に，本時

の学習で思ったことや考えたことを，発

表させる。 

〇 次時の学習を確かめることができるよ

うに，単元計画表を示す。 

「根拠」「理由」

「意見」を使いな

がら，文章全体か

ら，自分の伝えた

いことを選んで，

書いている。（ワ

ークシート） 
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板
書
計
画 

第
七
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
黒
板
横
〉 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

〈
単
元
計
画
図
〉 

                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
テ
レ
ビ
〉 

       

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

 

                      

８ 

し
ょ
う
か
い
文
を
書
く
。 

 

９ 

書
い
た
し
ょ
う
か
い
文
を
、
六
年
生
に 

伝
え
る
。 

学
習
の
ふ
り
返
り
を
す
る
。 

☆
 

和
紙
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て
、 

六
年
生
に
伝
え
よ
う
。 

  

伝
え
る
ポ
イ
ン
ト 

  

① 

六
年
生
に
伝
え
る 

  
 

 
 

 
 

 
 

よ
さ
（
洋
紙
と
く
ら
べ
て
） 

 
 

 

② 

み
り
ょ
く 

 
 

 
 

（
い
つ
か
ら 

使
い
方 

何
に 

 

ど
の
よ
う
に
） 

１ 
 

六
年
生
に
伝
え
た
い
和
紙
の 

み
り
ょ
く
に
つ
い
て
考
え
る
。 

 

２ 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、 

 
 

「
初
め
」「
中
」
「
終
わ
り
」
に
分
け
る
。 

  
３ 

「
初
め
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

４ 

「
中
１
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

５ 

「
中
２
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 
 

 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

６ 

「
終
わ
り
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

７ 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、 

 
 

六
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

毎
時
間
の
冒
頭
部
分

で
確
か
め
さ
せ
る
。 

 
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
⑦ 

め
あ
て 

 
 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、「
考
え
名
人
３
点
セ
ッ
ト
」
を

使
っ
て
、
六
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
よ
う
。 

 

     

                   
 

 
 

      

ま
と
め 

 
 

自
分
が
選
ん
だ
和
紙
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て
、 

「
考
え
名
人
３
点
セ
ッ
ト
」
を
使
っ
て
、
六
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を 

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

  

                  

                                    

                  

こ
れ
ま
で
の
学

習
を
想
起
す
る

こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
第
三
時

か
ら
第
六
時
に

黒
板
に
貼
っ
て

い
た
教
科
書
の

本
文
を
拡
大
し

た
も
の
を
、
四
枚

貼
る
。 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
（
実
物

投
影
機
）
を
活
用
し

て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
提
示
す
る
こ
と

で
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

の
記
述
の
仕
方
を
確

認
さ
せ
る
。 

児
童
の
言
葉
を
引
き
出
し
、
そ
れ
を
ま
と
め
の
言
葉
と
す
る
。 
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〈第８時〉 

⑴ 本時の目標 

 ○ 「和紙の魅力について，６年生に伝える」という目的を意識して，自分が選んだ和紙の魅力（よ

さ，または，使い方）について，紹介文を書くことができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

 

⑶ 本時の学習過程 

観点 評価規準 具体的な児童の姿 

思考・判断・表現 

「和紙の魅力について，

６年生に伝える」という目

的を意識して，自分が選ん

だ和紙の魅力（よさ，また

は，使い方）について，紹

介文を書くことができる。 

 「６年生に伝える」という目的を意識して，

自分が選んだ和紙の魅力（よさ，または，使い

方）について，文章中の語や文を使って，紹介

文を書くことができている。 

学習活動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する児童への支援） 
評価規準・評価方法 

１ 前時までの学習を振り返

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 和紙の魅力について，６

年生に伝える紹介文を書

く。 

 ⑴ 伝えたい和紙の魅力

を，「よさ」と「使い

方」から選ぶ。 

 

 

〇 読む目的を意識できるように，第１時

に考えた「伝えるポイント」の掲示を示

し，その内容を確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 単元の見通しをもつことができるよう

に，単元計画表を示し，本時の学習の位

置付けやめあてについて確認させる。 

 

 

〇 見通しをもって学習を進めることがで

きるように，「紹介文を書く手順」を示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 自分が伝えたい和紙の魅力について，

焦点化して紹介することができるよう

に，ワークシートの６年生に伝えたい和

紙の魅力をよさと使い方から選び，選ん

だ方の欄に丸を付けさせる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和紙のみりょくについて，６年生に伝えるしょうかい文を書こう。 

【伝えるポイント】 
① ６年生に伝える。 
② みりょく よさ 

（洋紙と比べて） 
使い方 
(いつから，何に， 
どのように) 

【紹介文を書く手順】 
① 伝えたい和紙の魅力を，「よさ」と
「使い方」から選ぶ。 

② 紹介文の構成について確かめる。 
③ 紹介文を書く。 
④ 友達と読み合う。 
⑤ 紹介文を見直す。 
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 ⑵ 紹介文の構成につい

て，確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 紹介文を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑷ 友達と読み合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑸ 紹介文を見直す。 

 

 

 

 

〇 紹介文の構成を確認することができる

ように，紹介文の「初め」「中」「終わ

り」に書く内容を黒板に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 「和紙の魅力について，６年生に伝え

る」という目的を意識して，紹介文を書

くことができるように，学習過程１で確

認した「伝えるポイント」を，再度確認

させ，そのポイントを踏まえて紹介文を

書かせる。 

Ｃ： ６年生に一番伝えたいことは何かを

確認し，該当する段落を選ばせる。そ

の後，和紙の魅力について書かれた語

や文をまとめた「お助けシート」で必

要な箇所を示す。 

 

〇 自分が書いた紹介文を見直し，考えを

明確にしたり，新たな視点をもったりす

ることができるように，ワークシートを

交換して読み合わせる。その後，お互い

の紹介文について意見を伝え合わせる。 

〇 紹介文を読み合う際には，「和紙の魅力

について，６年生に伝える」という目的

を意識して，友達の紹介文を読むことが

できるように，二つの視点で読ませ，達

成している項目について，ワークシート

に丸を付けさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 和紙の魅力について，６年生に，より

伝わりやすい紹介文を書くことができる

ように，友達の意見を参考にして，自分

が書いた紹介文を見直し，再考させる。 

〇 修正や加筆する際には，自分の考えの

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ： 「６年生に伝え

る」という目的を

意識して，自分が

選んだ和紙の魅力

（よさ，または，

【初め】 
〇 何について紹介するか。 
 
【中】 
〇 和紙の魅力について 
 ・ よさ 
 ・ 使い方 
 
【終わり】 
〇 紹介のまとめ 
〇 ６年生に一言 

【二つの視点】 
〇 和紙の魅力について書けていたか。 
〇 和紙の魅力について，初めて知る６
年生が分かるように，書けていたか。 

 ① 内容にずれがないか。 
 ② 身近な例を出しながら，紹介でき

ているか。 
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４ 本時の学習を振り返り，

次時の学習を確認する。 

変容を振り返ることができるようにする

ため，赤鉛筆で加筆させる。 

Ｃ： 友達の意見を一緒に確認し，それを

基に，紹介文に加筆する語や文を何に

したいか話させ，記述させる。 

 

〇 再考した紹介文を振り返ることができ

るように，修正や加筆したこと，気付い

たこと等を，ワークシートの「見直して

みると」の欄に記述させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 本時の学習を振り返ることができるよ

うに，板書やワークシートを基に，本時

の学習で思ったことや考えたことを，発

表させる。 

〇 次時の学習を確かめることができるよ

うに，単元計画表を示す。 

使い方）につい

て，文章中の語や

文を使って，紹介

文を書くことがで

きている。さら

に，文章中の語や

文と，自分の既有

知識や生活経験と

結び付けた解釈を

取り入れて書いて

いる。 

Ｂ： 「６年生に伝え

る」という目的を

意識して，自分が

選んだ和紙の魅力

（よさ，または，

使い方）につい

て，文章中の語や

文を使って，紹介

文を書くことがで

きている。 

（ワークシート） 
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板
書
計
画 

第
八
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
黒
板
横
〉 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

〈
単
元
計
画
図
〉 

                  
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
テ
レ
ビ
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

 

                      

８ 

し
ょ
う
か
い
文
を
書
く
。 

 

９ 

書
い
た
し
ょ
う
か
い
文
を
、
六
年
生
に 

伝
え
る
。 

学
習
の
ふ
り
返
り
を
す
る
。 

☆
 

和
紙
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て
、 

六
年
生
に
伝
え
よ
う
。 

  

伝
え
る
ポ
イ
ン
ト 

  

① 

六
年
生
に
伝
え
る 

  
 

 
 

 
 

 
 

よ
さ
（
洋
紙
と
く
ら
べ
て
） 

 
 

 

② 

み
り
ょ
く 

 
 

 
 

（
い
つ
か
ら 

使
い
方 

何
に 

 

ど
の
よ
う
に
） 

１ 
 

六
年
生
に
伝
え
た
い
和
紙
の 

み
り
ょ
く
に
つ
い
て
考
え
る
。 

 

２ 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、 

 
 

「
初
め
」「
中
」
「
終
わ
り
」
に
分
け
る
。 

  
３ 
「
初
め
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

４ 

「
中
１
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

５ 

「
中
２
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

６ 

「
終
わ
り
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

７ 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、 

 
 

六
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

毎
時
間
の
冒
頭
部
分

で
確
か
め
さ
せ
る
。 

 

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
⑧ 

め
あ
て 

 
 
 

和
紙
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て
、
六
年
生
に
伝
え
る 

し
ょ
う
か
い
文
を
書
こ
う
。 

  

し
ょ
う
か
い
文
を
書
く
手
順 

 
 

① 

伝
え
た
い
和
紙
の
み
り
ょ
く
を
選
ぶ
。 

 
 

② 

し
ょ
う
か
い
文
の
構
成
を
た
し
か
め
る
。 

 
 

③ 

し
ょ
う
か
い
文
を
書
く
。 

 
 

④ 

友
達
と
読
み
合
う
。 

 
 

⑤ 

し
ょ
う
か
い
文
を
見
直
す
。 

  

し
ょ
う
か
い
文
の
構
成 

 
 
 

【
初
め
】 

 
 
 
 

〇 

何
に
つ
い
て
し
ょ
う
か
い
す
る
か 

   
 
 

【
中
】 

 
 
 
 

〇 

和
紙
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て 

 
 
 
 

 

・ 

よ
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

・ 

使
い
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

【
終
わ
り
】 

 
 
 
 

〇 

し
ょ
う
か
い
の
ま
と
め 

 
 
 
 

〇 

六
年
生
に
一
言 

       

ま
と
め 

 
 
 
 

自
分
が
選
ん
だ
和
紙
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て
、 

 
 
 

六
年
生
に
伝
え
る
し
ょ
う
か
い
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
。 

 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記

述
の
仕
方
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
実
物
投
影
機

で
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
提
示
す
る
。 

児
童
の
言
葉
を
引
き
出
し
、
そ
れ
を
ま
と
め
の
言
葉
と
す
る
。 
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〈第９時〉 

⑴ 本時の目標 

 ○ 「和紙の魅力について，６年生に伝える」という目的を意識して，自分が選んだ和紙の魅力（よ

さ，または，使い方）について，６年生に伝えることができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

 

⑶ 本時の学習過程 

観点 評価規準 具体的な児童の姿 

主体的に学習に 

取り組む態度 

「和紙の魅力について，

６年生に伝える」という目

的を意識して，自分が選ん

だ和紙の魅力（よさ，また

は，使い方）について，６

年生に伝えることができ

る。 

 「６年生に伝える」という目的を意識して，

前時に書いた紹介文を基に，自分が選んだ和紙

の魅力（よさ，または，使い方）について，伝

えようとしている。 

学習活動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する児童への支援） 
評価規準・評価方法 

１ 前時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 前時の学習を振り返ることができるよ

うに，第１時に考えた「伝えるポイン

ト」を基にして，紹介文を書いたことを

確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 単元を通した学習になるように，単元

計画表を示し，本時の学習が本単元の最

終時になることやめあてについて確認さ

せる。 

 

 

〇 ６年生に伝える心構えをもつことがで

きるように，「発表名人」を示し，その内

容を確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和紙のみりょくについて，６年生に伝えよう。 

【伝えるポイント】 
① ６年生に伝える。 
② みりょく よさ 

（洋紙と比べて） 
使い方 
(いつから，何に， 
どのように) 

【発表名人】 
〇 相手に届けたいという気持ちをも
って，発表する。 
① 相手を見て 
② ゆっくりと 
③ 声の強弱に気を付けて 

43 

 

 



 

 

 

 

 

３ 紹介文を読む練習をす

る。 

 

 

４ 和紙の魅力について，６

年生に伝える。 

【前半】 

・ Ａグループ発表 

（Ｂグループは，友達の

発表を聞く。） 

 ・ 発表後，６年生に感想

を書いてもらう。 

 

【後半】 

・ Ｂグループ発表。 

（Ａグループは，友達の

発表を聞く。） 

 ・ 発表後，６年生に感想

を書いてもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時とこれまでの学習を

振り返る。 

〇 ６年生に伝わるように発表できるよう

に，「発表名人」を意識させて，練習をさ

せる。 

 

 

 

〇 発表する際には，自分が選んだ和紙の

魅力について，６年生に伝えることがで

きるように，前時に書いたワークシート

を基に，発表させる。 

 

〇 発表を待つ際，６年生に伝える心構え

をもったり（Ｂグループ），自分の発表を

振り返る視点をもったり（Ａグループ）

することができるように，友達の発表を

聞かせる。 

 

〇 和紙の魅力について伝えることができ

たか，また，「発表名人」に沿って伝える

ことができたかを振り返ることができる

ように，発表についての感想を，６年生

に書いてもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 本時の学習を振り返ることができるよ

うに，６年生に書いてもらった感想を基

に，本時の学習で思ったことや考えたこ

とを，ワークシートに記述させる。 

〇 これまでの学習を振り返ることができ

るように，単元計画表を示し，単元を通

して学習してきたことを確認させ，これ

までの学習で思ったことや考えたこと

を，ワークシートに記述させる。 

 

 

 

 

 

 

Ａ： 「６年生に伝え

る」という目的を

意識して，前時に

書いた紹介文を基

に，自分が選んだ

和紙の魅力（よ

さ，または，使い

方）について，

「発表名人」に沿

って，６年生に伝

えようとしてい

る。 

Ｂ： 「６年生に伝え

る」という目的を

意識して，前時に

書いた紹介文を基

に，自分が選んだ

和紙の魅力（よ

さ，または，使い

方）について，６

年生に伝えようと

している。 

（ワークシート・

発表） 
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板
書
計
画 

第
九
時 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
黒
板
横
〉 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

〈
単
元
計
画
図
〉 

                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
テ
レ
ビ
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

 

                      

８ 

し
ょ
う
か
い
文
を
書
く
。 

 

９ 

書
い
た
し
ょ
う
か
い
文
を
、
六
年
生
に 

伝
え
る
。 

学
習
の
ふ
り
返
り
を
す
る
。 

☆
 

和
紙
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て
、 

六
年
生
に
伝
え
よ
う
。 

  

伝
え
る
ポ
イ
ン
ト 

  

① 

六
年
生
に
伝
え
る 

  
 

 
 

 
 

 
 

よ
さ
（
洋
紙
と
く
ら
べ
て
） 

 
 

 

② 

み
り
ょ
く 

 
 

 
 

（
い
つ
か
ら 

使
い
方 

何
に 

 

ど
の
よ
う
に
） 

１ 
 

六
年
生
に
伝
え
た
い
和
紙
の 

み
り
ょ
く
に
つ
い
て
考
え
る
。 

 
２ 
「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、 

 
 

「
初
め
」「
中
」
「
終
わ
り
」
に
分
け
る
。 

  

３ 

「
初
め
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

４ 

「
中
１
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

５ 

「
中
２
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

６ 

「
終
わ
り
」
を
読
ん
で
、
六
年
生
に 

 
 

伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

  

７ 

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
読
ん
で
、 

 
 

六
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

 

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
⑨ 

 

め
あ
て 

 
 
 

和
紙
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て
、
六
年
生
に
伝
え
よ
う
。 

   

発
表
名
人 

 

〇 

相
手
に
と
ど
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
、
発
表
す
る
。 

 
 

① 

相
手
を
見
て 

 
 

② 

ゆ
っ
く
り
と 

③ 

声
の
強
弱
に
気
を
付
け
て 

     

ま
と
め 

 

・ 

六
年
生
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
和
紙
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て
、
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

・ 

六
年
生
に
伝
え
る
た
め
に
、
初
め
て
「
考
え
名
人
３
点
セ
ッ

ト
」
を
使
っ
た
。
初
め
は
む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
分

か
る
よ
う
に
な
っ
て
、
伝
え
た
い
こ
と
を
し
ょ
う
か
い
文
に
ま
と

め
て
、
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

・ 

六
年
生
に
和
紙
の
み
り
ょ
く
が
伝
わ
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え

て
、
う
れ
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
と

き
に
は
、「
考
え
名
人
３
点
セ
ッ
ト
」
の
「
根
拠
」
と
「
理
由
」

を
組
み
合
わ
せ
て
伝
え
て
い
き
た
い
。 

   

児
童
の
言
葉
を
引
き

出
し
て
、
ま
と
め
の
言

葉
と
す
る
。 

こ
れ
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
黒
板
横
に
掲
示
し
て

い
た
「
伝
え
る
ポ
イ
ン
ト
」「
単
元
計
画

表
」「
考
え
名
人
３
点
セ
ッ
ト
」
を
示
す
。 

 

45 

 

 


